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全
国
50
万
人
の
法
政
大
学
卒

業
生
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
多
く
の
行
事
が
対
面

に
よ
る
実
活
動
を
再
開
し
、
対

面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
活
動
も
定

着
し
ま
し
た
。
昨
年
１
月
に
開

催
さ
れ
た
「
２
０
２
３
年
オ
ー

ル
法
政
新
年
を
祝
う
会
」
で
は
、

「
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
『
価
値
』
創
造
」
を

テ
ー
マ
に
、
菅
前
総
理
に
よ
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
春
に

入
学
し
て
き
た
学
年
が
い
よ
い

よ
今
年
卒
業
を
迎
え
ま
す
。
在

宅
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
大
学

生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
学
生
た

ち
が
、
卒
業
前
の
本
年
度
は
、

ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
を
取
り

に
関
す
る
講
演
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
南
極
で
第
63
次
南

極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
長
と
し

て
活
動
す
る
社
会
学
部
澤
柿
教

授
と
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ

な
ぎ
、
現
地
の
様
子
を
Ｌ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
中
継
、
観
測
活
動
の
社
会
貢

献
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

９
月
に
は
「
第
22
回
オ
ー

ル
法
政
ゴ
ル
フ
大
会
“
総

長
杯
”
」
を
千
葉
県
キ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

４
年
ぶ
り
に
再
開
。
11
月
に
は

岡
山
県
倉
敷
市
に
お
い
て
「
第

29
回
法
政
大
学
全
国
卒
業
生
の

集
い
」
が
岡
山
県
校
友
会
の
力

強
い
団
結
力
の
も
と
、
全
国
か

ら
約
５
０
０
名
の
卒
業
生
を
集

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
進
め
た
、
様
々

な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
楽
し
め
る
「
校
友
会

ア
プ
リ
」
の
累
計
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
数
は
１
万
件
を
超
え
、
卒
業

生
の
お
店
な
ど
を
紹
介
す
る

「
法
政
オ
レ
ン
ジ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
の

掲
載
店
舗
数
は
４
２
０
件
を
超

え
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
の
導

入
以
来
、
好
評
を
博
し
て
い
る

会
員
向
け
優
待
サ
ー
ビ
ス
「
校

友
会
ク
ラ
ブ
オ
フ
」
に
至
っ
て

は
４
カ
月
間
で
１
２
，
０
０
０

件
を
超
え
る
優
待
の
利
用
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
幅
広
い
世
代
に

愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
校
友
会
が
一

般
社
団
法
人
に
移
行
し
て
10
年

目
の
年
と
な
り
ま
す
。
終
身
会

員
は
７
万
人
を
超
え
、
パ
ー
ト

ナ
ー
組
織
は
83
団
体
、
海
外
団

体
14
か
国
に
拡
大
し
ま
し
た
。

校
友
会
は
引
き
続
き
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
充
に
力
を
入
れ
て

参
り
ま
す
が
、
時
代
の
要
請
に

あ
わ
せ
て
変
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
内
の
少
子
化
・
人
口
減
少

は
加
速
度
的
に
進
み
、
大
学
を

取
り
巻
く
環
境
は
さ
ら
に
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
校
友
会
で

は
若
手
会
員
の
パ
ー
ト
ナ
ー
組

織
へ
の
移
籍
ル
ー
ル
の
緩
和

や
、
女
性
活
躍
推
進
、
校
友
会

の
会
館
施
設
の
在
り
方
を
検
討

す
る
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
取

り
組
む
と
同
時
に
、
大
学
支
援

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
、
目
標
額
を
増
や
し

た
「
校
友
会
奨
学
金
」「
校
友

会
箱
根
駅
伝
応
援
募
金
」
は
継

続
し
、
新
た
に
企
業
等
の
最
前

線
で
活
躍
す
る
卒
業
生
に
よ
る

寄
付
講
座
を
、
パ
ー
ト
ナ
ー
組

織
「
法
政
財
界
人
倶
楽
部
」
の

協
力
を
得
て
、
２
０
２
４
年
度

正
課
授
業
（
法
政
大
学
社
会
連

携
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
）
と
し

て
行
い
ま
す
。
昨
年
９
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
学
生
支
援
に
つ
な

が
る
「
理
系
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

の
企
業
へ
の
橋
渡
し
に
つ
い
て

も
後
押
し
て
参
り
ま
す
。

法
政
大
学
校
友
会
は
、
様
々

な
環
境
の
変
化
に
対
応
し
つ

つ
、
大
学
、
後
援
会
と
の
連
携

を
密
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

充
、
大
学
支
援
、
そ
し
て
持
続

可
能
な
社
会
に
貢
献
し
て
参
る

所
存
で
す
。

法
政
大
学
卒
業
生
の
皆
様
と

母
校
・
法
政
大
学
の
ま
す
ま
す

の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人  

法
政
大
学

校
友
会 

会
長　

竹
中　

宣
雄

法
政
大
学
台
湾
校
友
会
は
、

日
本
留
学
経
験
を
持
ち
、
元
気

旺
盛
な
卒
業
生
の
グ
ル
ー
プ

で
、
法
政
大
学
の
縁
で
交
流
す

る
こ
と
に
よ
り
深
い
友
情
を
育

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
絆
は
、
同

じ
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う
背

景
と
台
湾
人
の
日
本
に
対
す
る

深
い
愛
情
を
基
に
築
か
れ
た
も

竹中宣雄会長廣瀬克哉総長

戻
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
「
い
つ
も

通
り
」
が
通
用
し
な
い
大
学
生

活
を
、
自
分
ご
と
と
し
て
体
験

し
た
学
生
た
ち
が
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
き
た
経
験
を
生
か

し
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

法
政
大
学
で
は
現
在
、
学
部

横
断
型
の
教
育
と
、
社
会
連
携

教
育
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
全
て
の
学
部
の
学
生

が
、
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ
Ｄ

Ａ
Ｐ
）
を
履
修
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
基
礎
（
リ
テ
ラ
シ
ー

レ
ベ
ル
）、
応
用
基
礎
の
２
レ

ベ
ル
で
文
科
省
の
認
定
を
得
て

お
り
、
自
分
の
専
攻
す
る
専
門

分
野
に
加
え
て
デ
ー
タ
分
析
や

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
課
題
解
決
が

出
来
る
力
を
身
に
付
け
て
い
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
、
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
な

ど
現
代
社
会
が
直
面
す
る
課
題

に
つ
い
て
文
理
横
断
か
つ
体
系

的
に
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
中
で
す
。

社
会
連
携
に
つ
い
て
は
、
従

来
か
ら
各
学
部
や
学
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
部
局
で
多
様
に
取
り
組

ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
社
会
連
携
教
育
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
て
、
全
学
的
に
体
系
化

し
、
組
織
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト

し
、
理
系
学
部
が
企
業
や
自
治

体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
っ
て
設
置
し
た
理
系
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
が
発
足
し
て
い

10
月
26
日
、
秋
晴
れ
の
も
と
、

台
湾
校
友
会
の
訪
問
団
20
名
の

方
が
母
校
・
法
政
大
学
を
訪
問

し
た
。
大
学
説
明
、
学
食
体
験
、

法
政
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
後
、
廖
会
長

他
代
表
者
４
名
が
、
竹
中
校
友

会
長
、
キ
ャ
リ
ア
体
験
学
習

で
台
湾
校
友
会
と
交
流
の
あ
る

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
荒

川
学
部
長
と
と
も
に
、
廣
瀬
克

の
で
す
。
先
輩
と
後
輩
は
非
常

に
仲
が
良
く
、
素
敵
な
関
係
を

続
け
て
い
ま
す
。
卒
業
後
、
お

互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
な
り
、
仕
事
の
経
験
な

ど
様
々
な
分
野
で
共
有
し
、
豊

富
な
知
識
を
吸
収
し
、
更
に
団

結
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
目
標
は
、
し
ば
ら
く

連
絡
が
取
れ
て
い
な
い
会
員
、

未
入
会
の
方
や
台
湾
在
住
の
法

政
関
係
の
日
本
友
人
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、

様
々
な
活
動
を
行

い
、
皆
の
志
と
豊
富

な
職
務
経
験
を
集
結

す
る
こ
と
で
す
。

現
在
、
会
員
の
皆

様
は
多
忙
の
中
、
熱

意
を
も
っ
て
、
積
極

的
に
活
動
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
皆

様
の
参
加
が
当
会
の

パ
ワ
ー
の
源
と
な

り
、
よ
り
強
大
な
法

政
大
学
台
湾
校
友
会

を
築
き
上
げ
る
こ
と

ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
学
外

の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
法
政

大
学
校
友
会
の
皆
様
に
は
、
大

学
の
社
会
連
携
活
動
の
さ
ら
な

る
展
開
の
中
で
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
場
面
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
後
輩
学
生
た
ち

が
社
会
連
携
教
育
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
が
直
面
す
る

困
難
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

け
る
「
実
践
知
」
を
育
ん
で
い

け
る
よ
う
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

法
政
大
学
総
長　

廣
瀬　

克
哉

哉
総
長
を
表
敬
訪
問
し
た
。
そ

の
後
、
参
加
者
全
員
で
記
念
撮

影
を
行
い
、
次
の
目
的
地
で
あ

る
山
中
湖
に
向
か
っ
た
。
表
敬

訪
問
で
は
、
廖
理
事
長
か
ら
台

湾
か
ら
の
留
学
生
を
増
や
す
た

め
の
協
力
は
惜
し
ま
な
い
こ
と
、

総
長
の
台
湾
訪
問
を
待
ち
望
ん

で
い
る
な
ど
の
話
が
あ
り
、
終

始
和
や
か
な
訪
問
と
な
っ
た
。

文
・
名
誉
教
授　

笹
川
孝
一

　
２
０
２
４
年 

年
頭
挨
拶

法政大学台湾校友会の訪問団が母校を訪れた

に
な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
制
限
が
緩
和
さ

れ
る
中
、
会
員
の
つ
な
が
り
を

強
化
し
、
理
事
と
監
事
が
協
力

す
る
こ
と
で
、
更
に
発
展
さ
せ
、

よ
り
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

法
政
大
学
台
湾
校
友
会
は
、

友
情
、
専
門
性
、
才
能
を
集
結

し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
す
。
台
湾

と
日
本
の
友
好
関
係
に
貢
献

し
、
日
本
法
政
大
学
の
精
神

を
台
湾
で
も
発
揚
し
て
い
き

ま
す
！

文
・
台
湾
校
友
会

理
事
長 

86
年
社
卒　

廖
松
岳

総
幹
事 

18
年
院
修
了　

陳
佾
材

法
政
大
学

　
台
湾
校
友
会

　
　
　
母
校
訪
問

台
湾
校
友
会
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
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法
政
大
学
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

開
発
と
世
界
的
普
及
に
貢
献

し
、
第
１
１
３
回
（
令
和
５
年
）

次
世
代
を
担
う
理
工
系
人

材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

２
０
２
３
年
９
月
１
日
、
法
政

大
学
理
系
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が

誕
生
し
ま
し
た
。

世
界
は
産
業
革
命
以
来
の
大

転
換
期
を
迎
え
、
Ａ
Ｉ
を
は
じ

め
と
す
る
情
報
技
術
か
ら
、
ロ

ボ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
、
自
動
運

転
、
宇
宙
開
発
に
至
る
ま
で
、

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
同
時
多
発

的
な
技
術
革
新
が
起
こ
り
、

我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大

き
く
、
そ
し
て
加
速
度
的
に
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
広
い
視
野

と
柔
軟
な
思
考
力
・
発
想
力
を

持
っ
た
人
材
の
育
成
が
求
め
ら

ご
あ
い
さ
つ

恩
賜
賞
並
び
に
学
士
院
賞
を
受

賞
し
た
原
昌
宏
氏
（
工
学
部
電

気
工
学
科
卒
業
）
に
対
し
て
そ

の
多
大
な
る
功
績
を
称
え
廣

瀬
克
哉
総
長
よ
り
「
法
政
大
学

名
誉
博
士
号
（
工
学
）」
を
授

与
し
た
。（
写
真
）

な
お
原
氏
は
２
０
１
４
年

に
、
日
本
人
で
初
め
て
、
欧
州

特
許
庁
か
ら
欧
州
発
明
家
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

授
与
式
並
び
に
祝
賀
会
は
廣

瀬
総
長
は
じ
め
数
多
く
の
関
係

者
が
参
加
し
て
、
２
０
２
３
年

９
月
15
日
法
政
大
学
小
金
井

キ
ャ
ン
パ
ス
・
理
工
学
部
に
お

い
て
、
法
政
大
学
自
主
マ
ス
コ

ミ
講
座
所
属
、
文
学
部
地
理
学

科
４
年
の
、
田
口
詩
織
さ
ん
の

司
会
で
行
わ
れ
た
。

原
氏
は
１
９
８
０
年
に
法
政

大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒

業
後
、
日
本
電
装
（
株
）（
現

デ
ン
ソ
ー
）
に
入
社
し
た
。

そ
の
後
デ
ン
ソ
ー
の
開
発
部

門
が
分
社
化
し
（
株
）
デ
ン

ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
と
な
る
。
原
氏

は
１
９
９
２
年
よ
り
新
た
な

コ
ー
ド
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
、

１
９
９
４
年
に
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

型
２
次
元
コ
ー
ド
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
生
み
の
親　
原
昌
宏
氏

法
政
大
学
名
誉
博
士
号
授
与

ド
を
発
明
、
特
許
権
を
取
得
す

る
も
、
こ
の
特
許
を
自
社
だ
け

の
権
利
と
し
て
独
占
せ
ず
オ
ー

プ
ン
ソ
ー
ス
と
し
て
開
放
し

た
。
そ
の
結
果
一
気
に
広
く
普

及
し
、
デ
ー
タ
読
み
取
り
や
店

頭
決
済
用
コ
ー
ド
と
し
て
世

界
中
で
多
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

自
動
車
生
産
ラ
イ
ン
で
の
読

み
取
り
、
航
空
券
、
入
場
券
、

乗
車
券
な
ど
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

化
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
で
は
多
く

の
Ｔ
Ｖ
局
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
画

面
に
提
示
し
て
、
自
ら
の
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
テ
レ
ビ
放
送
と

（単位円）

（単位円）

2023年度予算について・2022年度決算について

2023年度予算（正味財産増減計算ベース）

2022年度正味財産増減計算書

2022年度　貸借対照表

正味財産増減の部 

経常増減の部

（１）経常収益

受取会費

新卒終身会費

既卒終身会費

事業収益

事業収益計

受取寄付金

雑収益他

経常収益計 

（２）経常費用

事業費

事業費計

管理費

管理費計

経常費用計 

当期経常増減額 

当期一般正味財産増減額 

一般正味財産増減の部
経常増減の部
（1） 経常収益
受取会費
新卒終身会費
既卒終身会費
事業収益
受取寄付金
雑収益
経常収益計
（2）経常費用
事業費
管理費
経常費用計
当期経常増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高
正味財産期末残高

Ⅰ資産の部
　流動資産合計
　固定資産
　特定資産合計
　　固定資産合計
資産合計
Ⅱ負債の部
流動負債合計
負債合計
Ⅲ正味財産の部
負債及び正味財産合計

358,161,671

1,161,129,500
1,161,129,500
1,519,291,171

211,194,858
211,194,858

1,308,096,313
1,519,291,171

364,394,323

1,027,421,500
1,027,421,500
1,391,815,823

220,381,091
220,381,091

1,171,434,732
1,391,815,823

△6,232,652

133,708,000
133,708,000
127,475,348

△9,186,233
△9,186,233
136,661,581
127,475,348

198,705,000
190,320,000
8,385,000
20,607,597

0
1,245,639

220,558,236

22,286,820
61,609,835
83,896,655
136,661,581
136,661,581

1,171,434,732
1,308,096,313
1,308,096,313

213,975,000
208,740,000
5,235,000
3,218,345

0
1,128,022

218,321,367

3,942,265
59,292,364
63,234,629
155,086,738
155,086,738

1,016,347,994
1,171,434,732
1,171,434,732

△15270000
△18,420,000
3,150,000
17,389,252

0
117,617

2,236,869

18,344,555
2,317,471
20,662,026

△18,425,157
△18,425,157
155,086,738
136,661,581
136,661,581

195,000,000

180,000,000

15,000,000

29,000,000

100,000

1,000,000

225,100,000 

31,500,000

72,335,000

103,835,000

121,265,000

121,265,000

198,705,000

190,320,000

8,385,000

20,607,597

0

1,245,639

220,558,236

22,286,820

61,609,835

83,896,655

136,661,581

136,661,581

△3,705,000

△10,320,000

6,615,000

8,392,403

100,000

△245,639

4,541,764

9,213,180

10,725,165

19,938,345

△15,396,581

△15,396,581

2023年4月1日から2024年３月31日まで

2022年4月1日から2023年3月31日まで

2023年3月31日現在

（単位円）

科　目 当年度 前年度 増減

科　目 当年度 前年度 増減

科　目 当年度 前年度 増減

は
異
な
る
メ
デ
ィ
ア
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
誘
う
手
法
が
一

般
的
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
雑
誌
・
新
聞
等
の
紙

媒
体
も
同
様
で
、
旧
来
の
メ

デ
ィ
ア
と
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
で

あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
融

合
に
用
い
ら
れ
る
例
も
多
く

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
利
用
範
囲
と

利
便
性
は
今
後
、
益
々
拡
大
し

て
い
く
。

原
氏
は
現
在（
株
）デ
ン
ソ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
で
主
任
技
術
者
を
務

め
て
い
る
。

（
広
報
委
員　

石
毛
利
雄
）

法
政
大
学 

理
系
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

２
０
２
３
年
９
月
１
日　
誕
生

法
政
大
学
理
系
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
準
備
委
員
会
委
員
長

理
工
学
部
長　
伊
藤
一
之

れ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
企
業
様
、
地
方

自
治
体
様
と
共
に
、
法
政
大
学

理
系
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設
立

し
、
本
学
同
窓
生
の
支
援
の
も

と
、
次
世
代
を
担
う
人
材
を
育

成
す
べ
く
、
学
生
の
活
動
を
強

力
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
奨
学
金
を
は

じ
め
と
す
る
就
学
支
援
か
ら
卒

業
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
至
る

ま
で
、
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
実

社
会
と
の
接
点
を
も
ち
、
新
し

い
課
題
に
向
け
て
様
々
な
形
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
を
整

備
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
日

本
全
国
な
ら
び
に
世
界
各
地
か

ら
高
い
志
を
持
っ
た
人
材
を
集

め
、
最
先
端
の
科
学
技
術
の
修

得
に
加
え
、
日
本
の
文
化
を
深

く
理
解
し
日
本
の
強
み
を
活
か

す
こ
と
の
で
き
る
人
材
、
な
ら

び
に
、
様
々
な
国
や
地
域
の
文

化
を
尊
重
し
、
異
な
る
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
と
力

を
合
わ
せ
て
事
業
を
成
す
こ
と

の
で
き
る
人
材
へ
と
育
て
、
日

本
全
国
な
ら
び
に
世
界
各
地
へ

と
送
り
出
し
て
参
り
ま
す
。

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
今
後

の
活
動
に
ご
期
待
頂
く
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

９
月
15
日
に
、
小
金
井
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア

相
談
会
、
名
誉
博
士
号
学
位
授

与
式
・
記
念
講
演
会
、
理
系
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
記
念
式
典

祝
賀
会
兼
懇
親
会
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
相
談
会
は
、
理
系

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
り
、
卒
業

生
や
企
業
様
の
ご
協
力
の
も

と
、
学
生
の
就
職
や
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
試
み
で
す
。
今
回
は
、
約

50
社
１
０
０
名
の
企
業
様
、
な

ら
び
に
、
約
２
５
０
名
の
学
生

設
立
記
念
式
典
・

祝
賀
会
開
催
報
告

諸
君
に
ご
参
加
頂
き
、
大
変
盛

況
な
相
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ

た
原
昌
宏
さ
ん
に
よ
る
記
念
講

演
会
で
は
、
日
常
の
ひ
ら
め
き

が
発
明
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
な

ど
、
発
明
者
な
ら
で
は
の
大
変

興
味
深
い
お
話
し
を
伺
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
偉
大
な
発

明
家
が
法
政
大
学
か

ら
世
に
送
り
出
さ
れ

た
こ
と
は
、
同
窓
生

一
同
に
と
っ
て
大
き

な
励
み
と
な
り
、
と

て
も
誇
ら
し
い
気
持

ち
と
な
り
ま
し
た
。

是
非
、
後
進
も
原
さ

ん
に
続
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
執
り
行
わ
れ
た
祝
賀

会
に
は
約
５
０
０
名
も
の
皆
様

に
ご
参
加
頂
き
、
こ
の
門
出
を

盛
大
に
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

鏡開き

キャリア相談会

原さん（左）と廣瀬総長
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学
生
時
代
、
ゼ
ミ
で
「
教
育

法
」
を
専
攻
し
た
。
指
導
教
官

は
、
法
学
部
ゼ
ミ
対
抗
野
球
大

会
や
神
宮
友
の
会
の
設
立
に
係

わ
っ
た
永
井
憲
一
先
生
だ
。
学

部
初
の
「
教
育
法
」
ゼ
ミ
と
い

う
こ
と
で
、
選
抜
試
験
で
は
大

教
室
２
つ
を
使
用
す
る
大
人
気

の
ゼ
ミ
だ
っ
た
。
勉
強
は
勿
論

の
こ
と
、
人
の
繋
が

り
（
縁
）
を
非
常
に

大
切
に
さ
れ
る
先

生
は
、『
社
会
に
出

た
と
き
、
出
張
や
転

勤
な
ど
で
そ
の
地

に
ゼ
ミ
の
先
輩
や

同
期
、
後
輩
が
い
る

こ
と
は
何
よ
り
の
力
に
な
る
』

と
、
全
国
の
出
身
者
を
積
極
的

に
集
め
ら
れ
た
。
選
抜
試
験
で

は
男
子
に
は
野
球
経
験
を
問
う

項
目
も
あ
っ
た
よ
う
だ
（
笑
）。

そ
ん
な
「
縁
」
を
大
切
に
す

る
先
生
の
ご
指
導
の
お
か
げ
も

あ
っ
て
、
後
援
会
・
校
友
会
で

も
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
ご
縁
を
頂
戴
し
た
。
現
在
、

校
友
会
の
副
会
長
職
に
あ
り
、

女
性
活
躍
推
進
の
命
を
受
け
て

い
る
。
“
組
織
で
役
に
立
つ
た

め
に
は
男
も
女
も
な
い
”
ジ
ェ

ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
組
織
作
り

が
、
私
の
最
終
目
標
だ
。

付
属
校
か
ら
数
え
る
と
実
に

50
年
。
毎
年
開
か
れ
る
ゼ
ミ
の

Ｏ
Ｂ
会
な
ど
、
常
に
「
法
政
」

が
あ
っ
た
。
夫
、
娘
２
人
、
次

女
の
旦
那
様
、
義
弟
と
、
家
族

も
法
政
だ
ら
け
で
あ
る
。

そ
し
て
い
ま
も
、
校
友
が
集

う
イ
ベ
ン
ト
や
六
大
学
野
球
を

は
じ
め
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
応
援

で
歌
う
「
校
歌
」
は
最
高
だ
！

付
属
校
か
ら
50
年

未
だ
法
政
を
卒
業
せ
ず

思
え
ば
運
に
恵
ま
れ
た
人

生
で
す
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
の
は
高
１
。

ス
マ
ホ
の
な
い
時
代
、
娯
楽
の

殿
堂
テ
レ
ビ
は
居
間
に
１
台
の

み
。
勉
強
し
な
さ
い
と
言
わ
れ

る
前
に
自
分
の
部
屋
に
こ
も

り
、
深
夜
ラ
ジ
オ
の
世
界
へ
。

今
か
ら
10
年
前
、
法
政
大

学
の
扉
を
叩
き
ま
し
た
。
授
業

は
勿
論
、
障
害
の
あ
る
学
生
の

サ
ポ
ー
ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
し
た

が
、
中
で
も
２
年
か
ら
所
属
し

た
自
主
マ
ス
コ
ミ
講
座
は
刺
激

的
で
特
別
な
場
所
で
し
た
。

ラ
ジ
オ
の
向
こ
う

に
電
波
で
つ
な
が

る
世
界
が
無
限
に

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

お
か
げ
で
？
受

験
は
大
苦
戦
！
ど

う
に
か
法
政
大
に

入
る
と
誕
生
間
も

な
い
自
主
マ
ス
コ
ミ
講
座
に
出

会
い
、
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
て
面

白
そ
う
だ
か
ら
と
秋
田
放
送
が

連
敗
続
き
の
私
を
採
用
し
て
く

れ
ま
し
た
。
新
人
時
代
、
ズ
ー

ム
イ
ン
朝
の
秋
田
キ
ャ
ス
タ
ー

に
選
ば
れ
た
の
も
幸
運
。
家
庭

の
事
情
で
一
旦
辞
め
た
の
に
、

岡
山
の
Ｒ
Ｓ
Ｋ
山

陽
放
送
に
入
社
で
き

た
の
も
、
自
主
マ
ス

で
学
び
、
仲
間
達
と

切
磋
琢
磨
し
た
日
々

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
す
。
講
座
で
は
、

社
会
人
に
な
る
た
め

の
基
礎
と
粘
り
強
く
頑
張
る
力

を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
は
日
々
の
積
み
重
ね
で

す
。
何
事
に
も
興
味
関
心
を
持

ち
、
考
え
確
か
め
る
こ
と
。
そ

し
て
、「
伝
え
た
い
」
気
持
ち
を

も
っ
て
情
報
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
を
大
切
に
、
放
送
と
向
き

６
年
後
再
入
社
で
き
ま
し
た
。

こ
の
辺
り
ま
で
で
、
人
生
の

運
を
ほ
ぼ
使
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
私
も
57
歳
。

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
忙
殺
さ
れ

る
中
、
ラ
ジ
オ
番
組
は
ど
う

に
か
キ
ー
プ
し
て
い
て
今
で
も

現
役
。
同
期
の
ア
ナ
が
少
な
く

な
る
中
、
技
術
や
才
能
が
そ
れ

程
な
い
私
が
こ
こ
ま
で
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
を
続
け
ら
れ
て
い
る
の

は
、
幸
運
の
神
さ
ま
が
ま
だ
微

笑
ん
で
く
れ
て
い
る
か
ら
？

後
輩
た
ち
も
幸
運
を
つ
か
め

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
！

合
っ
て
い
ま
す
。

有
難
い
こ
と
に
「
法
政
出
身

で
す
」
と
口
に
す
れ
ば
、
卒
業

生
の
方
か
ら
司
会
の
機
会
を
い

た
だ
き
ま
す
。

先
日
「
法
政
大
学
全
国
卒
業

生
の
集
い
」
が
岡
山
県
倉
敷
市

で
開
催
さ
れ
、
司
会
を
後
輩
の

坂
井
亮
太
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
共

に
務
め
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、

郷
土
の
お
祭
り
を
地
元
の
保
存

会
や
学
生
が
披
露
し
た
際
に

は
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
最
後
は
、
肩
を
組
ん
で
の

校
歌
斉
唱
。
思
い
出
深
い
一
日

で
し
た
。

幸
運
に
恵
ま
れ
た
我
が
人
生

全
国
大
会
で

ス
ク
ラ
ム
校
歌
に
感
動
！

校
友
会
副
会
長

法
政
大
学
評
議
員

’81
年　

法
学
部

法
律
学
科
卒

中
村
寿
美
子

（
株
）
秋
田
放
送

報
道
制
作
局
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長

’91
年　

社
会
学
部

応
用
経
済
学
科
卒

井
関
　
裕
貴

Ｒ
Ｓ
Ｋ
山
陽
放
送
株
式
会
社

報
道
制
作
局
ア
ナ
ウ
ン
ス
部

’17
年　

文
学
部

日
本
文
学
科
卒

千
神
　
彩
花

ESSAY

校
友
随
想
〝
法
政
お
お
わ
が
母
校
〞
を
卒
業
し
て
幾
年
。

各
方
面
で
活
躍
し
、そ
の
後
の
人
生
模
様
を
寄
稿
願
っ
た
。

「法政大学校友会クラブオフ」利用者拡大中！
オレンジジャーナルをお読みいただいている校友会員の皆様、会員優待サービス

「法政大学校友会クラブオフ」はご利用いただいていますでしょうか？いつも利用さ
れている方も、知らなかった！という方も、この機会にぜひお得情報をゲットして、サー
ビスをご利用ください。卒業生の方で、校友会員ではない方はぜひ校友会終身会員
へ入会をご検討いただけますと幸いです。

法政大学校友会クラブオフとは・・・？
「法政大学校友会クラブオフ」（以下、校友会クラブオフ）とは、校友会員（※）が、全国
20万以上の飲食店や宿泊施設、レジャー施設等を、優待・割引価格で利用できるサー
ビスです。校友会員ご本人だけではなく、ご家族・ご友人など同伴者も同様に優待を
受けることができ、大変お得です。※卒業生のうち、校友会費（終身会費3万円）を納入した方

全国展開しているチェーン店に加えて、各都道府県の店舗や施設でも優待を受け
ることができますので、日常生活の幅広いシーンで、様々なライフスタイルに応じ
て、サービスをご利用いただけます。

人気優待ランキングのご紹介！ ※2023年10月時点の情報です。予告なく変更になる場合もございますので、予めご了承ください。

サービス利用方法 校友会公式アプリのご案内 校友会の終身会員お申込み方法

iPhoneの方
はこちら

Androidの方
はこちら

下記の二次元バーコードより、「法政大学校友会クラブオフ」専用ページ
にアクセスいただき、ログインIDとパスワードをご入力ください。

※校友会の会員番号は、終身会員ご入会時にメールまたは郵
送でお知らせしております。二次元バーコード先のページ下
部、＞ログインID、パスワードを忘れた方へ（ご不明な方）をク
リックいただくと、Webからお問い合わせ可能です。

法政大学校友会公式アプリ
では、電子会員証の表示のほ
か、クラブオフサービスへも簡単にアクセス可
能です。アプリでは、イベント情報や卒業生紹介
等、皆様に有益な情報を発信していきますの
で、ぜひダウンロードをお願いいたします。

校友会の終身会員へお申し込みをご希
望の方は、下記の二次元バーコードよりお
手続きください。なお、2014年3月以降の
学部卒業生は、4年次春学期の学費ととも
に終身会費3万円を納入いただき、卒業と
同時に終身会員となりますので、お申し込
みは不要です。
大学院卒業生、通信教育部
卒業生は任意でご入会いた
だくことができます。

１万ダウンロード達成！

（初回）自身の生年月日8桁
（2回目以降）初回ログイン時に自身で設定したパスワード

校友会員番号7桁ログインID

パスワード

校友会クラブオフ
ニュース配信中！

会員の皆様に、実際にサービスをご活
用いただけるよう、校友会HP、アプリ、
SNSにて「校友会クラブオフニュース」と
題し、定期的にお得な情報を配信してい
ますので、ぜひチェックしてください。

～配信内容（一例）～
・BBQ特集
・箱根美術館特集
・動物園特集
・資格勉強特集
・プール特集
・アフタヌーンティー特集

※2023年8月末時点

卒業してからこの優待サービスを初めて知り
ました！もっと前から知っていればよかったです。
他の同級生にも勧めます！

家族で利用するとかなり出費を抑えられるの
で、本当にありがたいです。

映画好きの私にとって、色々な映画館のチ
ケットがお得に購入できて嬉しいです。

今年定年を迎えたので、優待サービスを使っ
て温泉旅行に行こうと思います。

レジャー施設やレストラン予約の際に使ってい
ます。毎月応募できるキャンペーンも楽しみにして
います。

先日、初めてクラブオフからレンタカーを予約
したところ、通常価格から3000円以上も安くなっ
て驚きました！車移動だと高速代やガソリン代も
かかるので、レンタカーを安く借りられるのはとて
も助かります。

校友会クラブオフは、こんなに利用されています！

利用件数：約53,000件以上
ページビュー数：66万8000件以上

（2022年1月導入時～2023年8月末までの累計）

校友会員のための優待サービス

優待サービス内容（一例）

利用者の声

そのほか、実はこんなシーン
でもご利用いただけます。

レンタカー、ガソリンスタンド、スポーツジム、家具、引越し、
ハウスクリーニング、資格スクール、エステ、ブライダルなど。
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法
政
大
学
石
川
県
校
友
会

の
令
和
５
年
度
総
会
は
、
８
月

19
日
（
土
）、
金
沢
市
の
金
沢

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
45

人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
は
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
北
市
博
之
幹
事
長
が
司
会

を
務
め
た
。
今
年
の
箱
根
駅
伝

で
見
事
７
位
で
シ
ー
ド
権
を
獲

得
し
た
法
政
大
学
陸
上
競
技
部

の
坪
田
智
夫
監
督
が
「
法
政
の

未
来
は
～
箱
根
駅
伝
の
現
状
と

課
題
～
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ

た
。「
箱
根
駅
伝
で
の
成
績
、

順
位
も
大
事
だ
が
、
学
生
を
一

人
の
人
間
と
し
て
、
し
っ
か
り

育
て
る
」
と
育
英
方
針
等
に
つ

法
政
大
学
石
川
県
校
友
会
支
部
総
会

い
て
話
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、鳥
越
作
英
氏
（
平

成
15
年
卒
・
大
一
家
具
社
長
）

が
司
会
を
務
め
、
塚
本
幹
雄
会

長
（
昭
和
48
年
卒
コ
マ
ニ
ー
会

長
）
の
挨
拶
、
北
市
博
之
幹
事

長
（
昭
和
59
年
卒
・
北
市
漆
器

店
社
長
）
が
議
案
を
報
告
、
承

認
さ
れ
た
。

懇
親
会
に
入
り
、
塚
本
幹
雄

会
長
の
挨
拶
、
平
山
喜
雄
常
務

理
事
が
大
学
の
近
況
報
告
、
校

友
会
の
田
中
利
幸
副
会
長
（
昭

和
58
年
卒
・
応
援
団
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

会
会
長
）
が
全
国
の
校
友
会
の

情
報
を
述
べ
た
後
、
赤
澤
信
秀

氏
（
昭
和
59
年
卒
・
元
北
國
銀

行
執
行
役
員
）
が
乾
杯
の
発
声
。

松
井
幹
夫
富
山
県
校
友
会
会
長

（
昭
和
39
年
卒
・
元
富
山
市
商

工
労
働
部
長
）
が
挨
拶
さ
れ
、

富
山
県
で
は
、「
東
京
六
大
学

合
同
の
校
友
会
を
毎
年
、
盛
大

に
開
催
し
て
い
る
」
と
、
報
告

が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
今
春
、
統
一
地
方

選
を
勝
ち
抜
い
た
亀
田
豊
石
川

県
議
（
平
成
10
年
卒
・
能
美
市

能
美
郡
）、
竹
田
良
平
石
川
県

議
（
平
成
23
年
卒
・
小
松
市
）

が
抱
負
を
述
べ
、
卯
野
修
三
能

美
市
議
（
昭
和
56
年
卒
）
が
近

況
を
報
告
し
た
。
な
お
、
参
加

の
最
高
齢
は
、
昭
和
35
年
卒
の

浅
野
達
氏
だ
っ
た
。

ま
た
、
令
和
の
卒
業
生
も
二

人
の
出
席
が
あ
り
、
元
吹
奏
楽

部
の
嘉
野
聖
大
氏
（
令
和
元
年

卒
）
が
、
神
宮
球
場
の
六
大
学

野
球
を
思
い
出
し
て
、「
学
生

注
目
！
」
を
行
い
、
場
内
大
爆

笑
で
盛
り
上
が
っ
た
。

最
後
は
、
卯
野
修
三
監
事
が

得
意
の
謎
か
け
を
披
露
し
な
が

ら
リ
ー
ダ
ー
を
努
め
て
法
政
大

学
校
歌
を
全
員
で
大
き
な
輪
に

な
っ
て
歌
い
上
げ
た
。

元
法
政
大
学
応
援
団
の
沢
飯

一
郎
氏
（
昭
和
41
年
卒
）
の
リ
ー

ド
で
、「
フ
レ
ー
！
フ
レ
ー
！
法

政
」
と
田
中
利
幸
応
援
団
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
会
会
長
の
リ
ー
ド
で
「
フ

レ
ー
！
フ
レ
ー
！
坪
田
」「
が

ん
ば
れ
！
が
ん
ば
れ
！
箱
根
」

の
ダ
ブ
ル
エ
ー
ル
で
、
幕
を
閉

じ
、
今
後
の
母
校
法
政
大
学
へ

の
支
援
と
箱
根
駅
伝
の
応
援
を

確
認
し
た
。

�

（
監
事　

卯
野
修
三
）

石
川
県
校
友
会

石
川
県
校
友
会

「
実
篤
公
園
」を
訪
ね
る

文
学
部
同
窓
会
で
は
、「
特

別
企
画
」
と
し
て
、
毎
年
、
春

と
秋
に
都
内
・
近
郊
散
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
10
日
（
金
）、
本
会
の

井
坂
義
雄
元
会
長
（
法
政
大
学

名
誉
教
授
）
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
調
布
市
の
「
実
篤
公
園
」

を
訪
ね
ま
し
た
。

京
王
線
「
仙
川
」
駅
か
ら
10

文
学
部
同
窓
会

文
学
部
同
窓
会

分
ほ
ど
歩
い
て
、「
実
篤
公
園
」

に
着
き
ま
し
た
。「
実
篤
公
園
」

は
、
明
治
～
昭
和
期
に
活
躍
し

た
作
家
・
武
者
小
路
実
篤

（
１
８
８
５
～
１
９
７
６
）
が

晩
年
の
約
20
年
間
を
過
ご
し
た

自
宅(

現
存)

と
庭
園
を
公
園

に
し
た
所
で
す
。

武
者
小
路
実
篤
は
人
道
主
義
・

理
想
主
義
を
唱
え
た
「
白
樺
派
」

の
中
心
的
存
在
と
し
て
、『
友

情
』、『
愛
と
死
』
な
ど
の
小
説

や
戯
曲
を
執
筆
す
る
と
と
も

に
、
多
く
の
絵
画
を
描
き
、
理

想
郷
を
め
ざ
し
て
宮
崎
県
や
埼

玉
県
に
建
設
し
た
「
新
し
き
村
」

（
村
落
共
同
体
）
の
運
営
に
も

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

公
園
に
隣
接
し
た
「
武
者
小

路
実
篤
記
念
館
」
の
展
示
を
見

て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
理
想
を

追
求
し
た
実
篤
の
軌
跡
を
辿
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
75
年
史
学
科
卒
・
金
森
和
彦
）

対
面
で
の
定
期
幹
事
総

会
な
ら
び
に
４
年
ぶ
り

の
オ
レ
ン
ジ
の
集
い
が

開
催
さ
れ
る

２
０
２
３
年
度
、
経
済
学
部

同
窓
会
定
期
幹
事
総
会
・「
オ

レ
ン
ジ
の
集
い
」
が
、
６
月
３

日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
約
40
名
が
出
席
し

て
定
期
幹
事
総
会
が
行
わ
れ
、

続
い
て
経
済
学
部
教
授
会
と
の

共
催
で
「
オ
レ
ン
ジ
の
集
い
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
が
完
全
に
収
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
に
配
慮
し
、
従

経
済
学
部
同
商
会

経
済
学
部
同
商
会

来
の
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
な

く
、
着
座
形
式
と
な
り
ま
し
た
。

司
会
は
学
生
会
代
表
の
植
田
臨

太
郎
さ
ん
が
務
め
、
村
田
紀
敏

会
長
や
来
賓
の
挨
拶
の
あ
と
、

経
済
学
部
長
の
竹
口
圭
輔
先
生

か
ら
、「
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
経

済
学
部
の
今
と
こ
れ
か
ら
」
と

い
う
演
題
で
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

竹
口
先
生
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
抜
け
出
て
の
希
望
が
語
ら

れ
た
一
方
、
そ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ

対
策
で
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
っ
た
の

が
急
に
対
面
に
な
り
、
人
間
関

係
な
ど
で
悩
む
学
生
が
、
以
前

で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
増

え
、
ど
の
大
学
で
も
相
談
室
は

予
約
待
ち
の
状
態
で
、
法
政
大

学
も
例
外
で
は
な
い
と
の
報
告

が
印
象
的
で
し
た
。

�

（
嶋　

崇
）

～
理
系
同
窓
会
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
３

実
施
し
ま
し
た
～

記
録
的
な
猛
暑
の
勢
い
が
収

ま
ら
な
い
９
月
15
日
（
金
）、

理
系
同
窓
会
で
は
４
年
ぶ
り
に

会
食
を
伴
う
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
２
０
２
３
を
盛
況
に
実
施

理
系
同
窓
会

理
系
同
窓
会

し
ま
し
た
。
今
年
は
本
学
同
窓

生
の
支
援
の
も
と
、
次
世
代
を

担
う
人
材
を
育
成
す
べ
く
、
理

系
学
生
の
活
動
を
強
力
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
『
一
般
社
団
法
人

法
政
大
学
理
系
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
』
が
９
月
１
日
に
誕
生
し
た

た
め
、
こ
の
設
立
記
念
式
典
の

実
施
時
期
に
合
わ
せ
る
こ
と
と

し
、
い
つ
も
の
11
月
実
施
よ
り

２
ヶ
月
ほ
ど
早
い
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
開
発
さ
れ
た
法
政
大

学
工
学
部
電
気
工
学
科
卒
業
生

で
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
原

昌
宏
氏
の
名
誉
博
士
号
学
位
授

与
記
念
講
演
会
が
小
金
井
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
た
め
、
よ

り
多
く
の
方
々
に
来
校
い
た
だ

き
ま
し
た
。
祝
宴
で
は
、
Ｏ
Ｂ

や
来
賓
の
方
、
教
員
、
学
生
が

集
い
、
鏡
開
き
で
升
酒
が
ふ
る

ま
わ
れ
た
り
、
抽
選
会
で
一
喜

一
憂
す
る
な
ど
、
多
く
の
参
加

者
か
ら
オ
ー
ル
法
政
の
団
結
を

感
じ
る
良
き
一
日
と
な
っ
た
と

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
参
加
で
き
な
か
っ
た
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
の
皆
様
、
来
年
は
是
非
遊

び
に
き
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
理
系
同
窓
会
事
務
局
長

　

安
田
彰
）

理
系
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://133.25.196.100/

令
和
５
年
度
法
政
大
学

富
山
県
校
友
の
集
い

令
和
５
年
８
月
26
日
（
土
）、

富
山
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
に
お
い
て

「
法
政
大
学
富
山
県
校
友
の
集

い
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
校
友
の
集
い
は
、
オ
ー

ル
法
政
の
力
を
結
集
し
法
政
の

名
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
26
年
か
ら
後
援
会
富
山
県

支
部
と
の
共
催
に
よ
り
公
開
講

演
会
と
懇
親
会
を
行
っ
て
い
る
。

総
会
で
は
、
令
和
４
度
事
業

報
告
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の

サ
ッ
カ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

の
監
督
に
就
任
し
た
大
塚
一
朗

氏
（
Ｓ
62
法
卒
）
の
激
励
会
を

開
催
し
た
こ
と
な
ど
、
実
施
事

業
の
内
容
及
び
収
支
決
算
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
令
和
５
年

富
山
県
校
友

富
山
県
校
友

度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

公
開
講
演
会
に
は
、
講
師
と

し
て
法
政
大
学
社
会
学
部
教
授

の
澤
柿
教
伸
氏
を
招
い
た
。「
南

極
・
昭
和
基
地
で
過
ご
し
た
一

年
」
の
演
題
で
行
わ
れ
た
講
演

に
は
、
校
友
会
員
、
後
援
会
員

は
も
と
よ
り
、
多
く
の
一
般
聴

講
者
も
詰
め
か
け
、
約
１
０
０

名
が
耳
を
傾
け
た
。

懇
親
会
で
は
、
当
校
友
会
の

松
井
幹
夫
会
長
か
ら
「
母
校
の

知
名
度
を
拡
げ
社
会
的
評
価
を

高
め
る
た
め
に
、
各
々
の
立
場

か
ら
母
校
に
貢
献
し
よ
う
」
と

い
う
趣
旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
佐
野
哲
大
学

常
務
理
事
か
ら
は
、
大
学
の
近

況
に
つ
い
て
、
竹
中
宣
雄
校
友

会
会
長
か
ら
は
、
校
友
会
を
取

り
巻
く
現
況
と
課
題
等
に
つ
い

て
語
ら
れ
た
後
、
石
川
県
校
友

会
の
塚
本
幹
雄
会
長
、
野
球
教

室
で
来
県
中
の
法
友
野
球
倶
楽

部
の
小
早
川
毅
彦
会
長
等
か
ら

も
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
歓
談

の
間
に
は
、
野
球
部

Ｏ
Ｂ
で
当
校
友
会
常

任
相
談
役
の
吉
田
義

夫
氏
よ
り
法
友
野
球

倶
楽
部
の
紹
介
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
地
域

や
世
代
を
越
え
た
校

友
同
士
の
親
睦
が
深

め
ら
れ
た
。

最
後
に
、
参
加
者

一
同
肩
を
組
ん
で
声

高
ら
か
に
校
歌
を
斉

唱
し
、
盛
会
の
内
に

幕
を
閉
じ
た
。（
参

加
者
は
総
勢
77
名
）

（
事
務
局
長青山

哲
也
）

法
政
大
学
高
等
学
校

同
窓
会
総
会
開
か
れ
る

７
月
29
日
（
土
）
法
政
大
学

中
学
高
等
学
校
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー

ル
に
て
２
０
２
３
年
度
の
同
窓

会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
高
村
会
長
よ
り
、
３

年
間
コ
ロ
ナ
禍
で
満
足
な
活
動

が
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
「
同

窓
会
奨
学
金
設
立
」
等
の
報
告
、

時
流
に
あ
っ
た
女
性
、
男
性
の

隔
た
り
が
な
い
「
性
差
を
超
え

て
楽
し
め
る
同
窓
会
」
を
展
開

し
て
い
こ
う
と
の
力
強
い
挨
拶

で
ス
タ
ー
ト
。
議
事
進
行
は
出

席
者
の
温
か
い
支
援
も
あ
り
審

議
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
松
浦
校

長
よ
り
「
生
徒
と
保
護
者
と
教

職
員
の
み
ん
な
で
対
話
を
し
て

発
展
さ
せ
る
学
校
」
に
つ
い
て

の
映
像
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
お

話
し
い
た
だ
き
、
熱
い
思
い
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

懇
親
会
は
食
堂
に
会
場
を
移

し
美
し
く
盛
り
付
け
ら
れ
た
お

弁
当
に
み
ん
な
で
舌
鼓
。
し
ば

し
の
歓
談
の
後
は
同
窓
生
で
も

あ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
、
18

期
卒
業
の
“
せ
ん
だ
み
つ
お
”

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。

半
世
紀
を
超
え
る
芸
歴
で
培
わ

れ
た
軽
妙
な
話
術
に
参
加
者
全

員
が
引
き
込
ま
れ
時
が
経
つ
の

法
政
中
高
同
窓
会

法
政
中
高
同
窓
会

【
５
面
に
つ
づ
く
】

実篤公園で（左から4人目が井坂元会長）

せ
ん
だ
み
つ
お
さ
ん
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本
学
校
歌
に
「
蛍
集
め
む
門

の
外
堀
」
と
歌
わ
れ
る
江
戸
城

外
濠
は
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
る
文
化
財
で
あ
る
と
共
に
都

心
の
貴
重
な
水
空
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
江
戸
城
の
濠
の
多
く

は
埋
め
立
て
が
進
み
ま
し
た

が
、
市
ヶ
谷
濠
・
新
見
附
濠
・

牛
込
濠
の
水
面
は
今
で
も
水
都

東
京
を
偲
ば
せ
ま
す
。
し
か
し
、

水
源
不
足
や
下
水
道
か
ら
の
流

入
に
よ
っ
て
水
質
は
悪
化
し
、

そ
の
歴
史
的
重
要
性
や
水
空
間

と
し
て
の
魅
力
は
あ
ま
り
注
目

さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
１
２
年
に
陣
内
秀
信
先

生
を
中
心
と
す
る
法
政
大
学
エ

コ
地
域
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
（
当

時
）
の
メ
ン
バ
ー
が
『
外
濠
―

江
戸
東
京
の
水
回
廊
』（
鹿
島

出
版
会
）
に
外
濠
に
関
す
る
研

究
成
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。
私

は
本
学
に
着
任
し
た
ば
か
り
で

し
た
が
、
こ
の
成
果
を
地
域
に

展
開
す
べ
く
陣
内
先
生
の
ご
指

導
の
も
と
で
「
外
濠
市
民
塾
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
本
学
や
東
京
理

科
大
の
先
生
や
学
生
、
地
元
企

業
で
あ
る
大
日
本
印
刷
の
方
々

か
ら
始
ま
り
、
東
京
都
立
大
学

や
日
本
大
学
の
学
生
も
加
わ
り

ま
し
た
。

ま
ち
歩
き
を
重
ね
て
現
場
で

地
域
の
魅
力
を
発
見
し
、
セ
ミ

ナ
ー
で
研
究
成
果
を
共
有
し
ま

し
た
。
地
域
の
方
々
を
含
め
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、
本

学
に
隣
接
す
る
三
輪
田
学
園
の

高
校
生
か
ら
地
域
の
町
会
や
商

店
会
の
方
々
ま
で
、
多
様
な
世

代
が
参
加
し
て
議
論
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
「
外
濠
を
こ

ん
な
ふ
う
に
使
い
た
い
」
と
い

う
ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
出
て

き
ま
し
た
。
物
理
的
な
計
画
の

前
に
、
ど
ん
な
価
値
を
作
り
た

い
か
と
い
う
議
論
に
な
っ
た
の

蛍集めむ外濠の再生を デザイン工学部 教授　福井恒明

が
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
学
生
が

「
外
濠
四
季
絵
巻
」
と
い
う
イ

ラ
ス
ト
に
ま
と
め
て
く
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
「
外
濠
再
生
憲
章
」

を
作
成
し
、
１
６
３
６
年
の
外

濠
開
削
か
ら
４
０
０
周
年
に
向

け
た
『
外
濠
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

２
０
３
６
』
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。
加
え
て
本
学
・
東
京
理

科
大
・
中
央
大
の
総
長
・
学
長

連
名
で
小
池
百
合
子
東
京
都
知

事
に
対
し
「
外
濠
・
日
本
橋
川

の
水
質
浄
化
と
玉
川
上
水
・
分

水
網
の
保
全
再
生
に
つ
い
て
」

と
い
う
提
言
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
東
京
の
西
側
の
水
系
全
体

の
浄
化
と
災
害
時
に
自
然
流
下

に
よ
る
防
火
用
水
確
保
を
趣
旨

と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
後
公

表
さ
れ
た
東
京
都
の
長
期
計
画

「『
未
来
の
東
京
』
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
外
濠
浄
化
が
記
載
さ
れ

る
一
助
と
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
外
濠

市
民
塾
の
活
動
は
制

約
さ
れ
、
一
般
向
け

の
イ
ベ
ン
ト
は
差
し

控
え
て
来
ま
し
た
が
、

学
生
の
間
で
は
内
部

の
勉
強
会
で
知
識
を

共
有
し
、
今
年
か
ら
再

始
動
を
は
じ
め
て
い

ま
す
。
目
指
す
は
水
質

改
善
と
空
間
の
改
善
、

そ
の
時
に
外
濠
の
価

値
を
活
か
せ
る
文
化
、

そ
の
担
い
手
と
な
る

地
域
社
会
の
構
築
で

す
。
ぜ
ひ
校
友
の
皆
様

も
外
濠
市
民
塾
の
活

動
に
ご
参
加
い
た
だ

け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

多世代での議論が実現した外濠市民塾ワークショップ

も
忘
れ
る
ほ
ど
。
最
後
は
法
政

大
学
第
44
代
応
援
団
長
を
務
め

た
高
村
会
長
の
エ
ー
ル
に
よ
り

肩
を
組
ん
で
の
校
歌
で
次
回
の

再
会
を
約
し
て
の
散
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
広
報
副
委
員
長　

佐
藤
博
之
）

み
ち
の
く
校
友
会
「
秋

田
大
会
」、
秋
晴
れ
の

も
と
開
催
！

第
29
回
法
政
大
学
み
ち
の
く

校
友
会
秋
田
大
会
が
10
月
14
日

に
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
６
県
の
校
友
会
が
持
ち

回
り
で
運
営
上
の
課
題
や
問
題

点
を
話
し
合
い
、
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
目
的
の
大
会
で
、

本
学
よ
り
副
学
長
ダ
イ
ア
ナ
・

コ
ー
先
生
、
校
友
会
か
ら
は
竹

中
宣
雄
会
長
、
池
谷
文
雄
副
会

長
の
ご
臨
席
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
特
別
企
画
と
し
て
、

「
次
世
代
に
繋
げ
た
い
、
法
政

重
量
挙
げ
の
底
力
と
魂
」
を

テ
ー
マ
に
、
秋
田
か
ら
世
界
を

舞
台
に
活
躍
し
た
３
名
の
仲
間

と
、
91
歳
現
役
で
指
導
者
の
当

時
の
映
像
を
交
え
て
「
法
重
会

座
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
檜
舞
台

に
立
っ
た
者
し
か
味
わ
え
な
い

重
圧
感
、
高
揚
感
そ
し
て
楽
し

い
裏
話
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
北
前
船
で
栄
え
た

土
崎
港
町
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
「
秋
田
湊
ば
や
し
」
が

賑
や
か
に
演
じ
ら
れ
、
会
場
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
秋

田
銘
酒
と
楽
し
い
語
ら
い
で
会

場
が
一
体
に
な
っ
た
終
盤
、
第

53
代
木
村
友
博
応
援
団
長
に
よ

秋
田
支
部

秋
田
支
部

る
「
校
歌
斉
唱
と
エ
ー
ル
」
で

会
場
が
大
き
な
輪
と
な
り
肩
を

組
ん
で
声
高
ら
か
に
～
若
き
我

ら
が
～
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
10
月
開
催
の

「
全
国
卒
業
生
の
集
い 

秋
田
大

会
」
で
の
再
会
を
誓
い
大
き
な

余
韻
を
残
し
て
の
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。
各
地
の
校
友
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
「
実
り

豊
け
き
、
美
の
国　

秋
田
」
に

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
（
佐
藤
智
司
）

愛
知
県
校
友
会

第
16
回
総
会
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
４
年
ぶ

り
に
令
和
５
年
７
月
１
日
土
曜

日
、
法
政
大
学
校
友
会
愛
知
県

校
友
会
第
15
回
講
演
会
及
び
総

会
・
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
法
政
大
学
か
ら
金
井
副

学
長
、
法
政
大
学
校
友
会
か
ら

田
﨑
副
会
長
に
ご
臨
席
を
賜

り
、
年
齢
層
も
今
年
度
卒
業
さ

れ
た
方
か
ら
90
歳
代
の
先
輩
方

と
幅
広
い
年
齢
層
の
約
90
名
の

法
友
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛

大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
令

和
５
年
３
月
13
日
に
恩
賜
賞
・

日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
さ
れ
、

９
月
15
日
に
法
政
大
学
名
誉
博

士
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
Ｑ
Ｒ

愛
知
県
校
友
会

愛
知
県
校
友
会

コ
ー
ド
の
開
発
者
の
原
昌
宏
様

（
１
９
８
０
年
工
学
部
卒
）
に

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
開
発
・
進
化

と
活
用
事
例
」
と
い
う
演
題
に

て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

我
々
校
友
の
知
的
好
奇
心
を
大

い
に
掻
き
立
て
ら
れ
る
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
講
演
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。

世
代
の
垣
根
を
超
え
参
加
者

相
互
の
親
睦
を
深
め
た
楽
し
い

一
時
の
最
後
を
締
め
く
く
る
の

は
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
演
舞

と
校
友
が
一
致
団
結
し
た
輪
に

な
っ
て
の
校
歌
斉
唱
で
し
た
。

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
令
和
６
年
７
月

６
日
土
曜
日
に
メ
ル
パ
ル
ク
名

古
屋
に
お
い
て
開
催
予
定
で

す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

（
会
計　

戸
田
孝
紀
）

令
和
５
年
度
総
会
・

懇
親
会
を
開
催

今
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
が
、

８
月
12
日
、
ダ
ブ
ル
ツ

リ
ー
by
ヒ
ル
ト
ン
那
覇

首
里
城
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
新
垣
淑

博
副
幹
事
長
が
司
会
を

務
め
、
糸
数
淳
会
長
の

挨
拶
の
後
、
議
事
進
行
。

前
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
の
承
認
、
今
年
度

の
事
業
計
画
、
予
算
案

が
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

鈴
木
洋
一
幹
事
長
か

ら
、
校
友
会
定
時
総
会

の
報
告
、「
校
友
会
奨

学
金
」、「
箱
根
駅
伝
応

沖
縄
県
校
友
会

沖
縄
県
校
友
会

【
４
面
か
ら
つ
づ
く
】

援
募
金
」
へ
の
協
力
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。
糸
数
会
長
か

ら
、
今
年
度
の
重
点
目
標
達
成

の
た
め
、
①
会
員
職
業
の
デ
ー

タ
化
、
②
若
い
世
代
の
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開

催
、
③
校
友
会
会
員
の
絆
を
強

め
る
た
め
総
会
後
の
懇
親
会
内

容
の
充
実
を
図
る
等
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会

は
50
名
余
が
参
加
、
ご
来
賓
の

後
援
会
沖
縄
県
支
部
長
比
嘉
直

人
様
の
ご
挨
拶
、
元
沖
縄
県
教

育
委
員
会
委
員
長
翁
長
孝
枝
先

輩
の
乾
杯
の
音
頭
で
和
や
か
に

始
ま
り
、
初
参
加
の
転
勤
・
移

住
組
の
県
外
出
身
者
の
自
己
紹

介
、
校
友
会
ア
プ
リ
の
紹
介
、

オ
レ
ン
ジ
マ
ッ
プ
登
録
店 

リ

ゾ
ー
ト
田
中
正
男
社
長
、
ダ
ブ

ル
ツ
リ
ー
by
ヒ
ル
ト
ン
那
覇
首

里
城
室
田
幸
子
部
長
か
ら
宿
泊

券
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
締
め
は
、
恒
例
の
校
歌
斉

唱
、
普
久
原
啓
之
副
会
長
の
閉

会
の
辞
で
終
了
し
ま
し
た
。

�

（
事
務
局　

新
垣
淑
博
）
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法
政
大
学
校
友
会
名
誉
会
長

法
政
大
学

廣

瀬

克

哉

総
　長

法
政
大
学
校
友
会竹

中

宣

雄

会
　長

法
政
大
学
2
号
評
議
員

社
会
学
部 

1
9
7
2
年
卒

法
政
大
学
校
友
会田

﨑

　
稔

副
会
長

経
済
学
部 

1
9
7
9
年
卒

法
政
大
学
校
友
会坂

戸

俊

夫

副
会
長

経
営
学
部 

1
9
6
9
年
卒

法
友
体
育
会
名
誉
会
長

法
政
大
学
校
友
会大

森

廣

行

副
会
長

経
営
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
政
大
学
2
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会三

井

和

夫

副
会
長

経
済
学
部 

1
9
7
8
年
卒

法
政
大
学
2
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会池

谷

文

雄

副
会
長

法
学
部 

1
9
8
0
年
卒

法
政
大
学
2
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会石

渡

洋

行

副
　会
　長

事
業
部
会
長

法
学
部 

1
9
8
3
年
卒

法
政
大
学
理
事

法
政
大
学
校
友
会岡

本

眞

司

副
会
長

経
営
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
政
大
学
2
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会中 

村 

寿
美
子

副
　会
　長

総
務
部
会
長

法
学
部 

1
9
8
1
年
卒

法
政
大
学
校
友
会北

村

　
武

参
　
　
　与

財
務
部
会
長

経
済
学
部 

1
9
7
4
年
卒

法
政
大
学

佐

野

　
哲

常
務
理
事

副 

学 

長

法
政
大
学

小
秋
元 
　段

常
務
理
事

副 

学 

長

法
政
大
学
校
友
会
監
事

山

㟢

正

俊

弁
護
士

法
政
大
学
校
友
会
副
会
長

法
政
大
学
応
援
団
O
B
O
G
会

田

中

利

幸

会
　長

経
営
学
部 

1
9
8
2
年
卒

公
認
会
計
士
法
友
会

法
政
大
学
校
友
会飯

塚

　
昇

監
　事

経
営
学
部 

1
9
7
4
年
卒

法
政
大
学
校
友
会

法
政
士
業
の
会
・
法
政
会
計
人
会

発

地

敏

彦

監
　事

発
地
敏
彦
税
理
士
事
務
所

経
営
学
部 

1
9
7
6
年
卒

法
政
大
学
1
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会田

中

修

司

監
　事

法
政
大
学
法
人
統
括
本
部
長

経
済
学
部 

1
9
8
9
年
卒

法
政
大
学
校
友
会伊

藤

昌

子

監
　事

法
政
大
学
後
援
会
事
務
局
長

法
政
大
学

小

澤

雄

司

常
務
理
事

社
会
学
部 

1
9
8
6
年
卒

法
政
大
学

ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー

常
務
理
事

副 

学 

長

法
政
大
学

和

仁

達

郎

常
務
理
事

法
政
大
学

奥

山

利

幸

常
務
理
事

副 

学 

長

経
済
学
部 

1
9
8
6
年
卒

法
政
大
学

金

井

　
敦

常
務
理
事

副 

学 

長

法
政
大
学

岩

崎

晋

也

常
務
理
事

副 

学 

長

法
政
大
学

平

山

喜

雄

常
務
理
事

法
学
部 

1
9
8
7
年
卒

迎 春

～子どもの母校は我が母校～
〒102-0073

TEL．03-3264-9392
FAX．03-3264-9367
E-mail : koenkai@hosei．ac．jp
URL : https: //www．hosei-koenkai．org/

謹 賀 新 年

法政財界人倶楽部
法政財界人倶楽部は設立30周年を迎えます。

上場企業の「役員・執行役員」会員（現在260名）に加え、「部長職・課長職」会員（現在150名）の入会も受け付け中です。
法政財界人倶楽部事務局まで申し込み連絡をください。

会長 村田 紀敏 昭和41年卒
（株）セブン＆アイ・ホールディングス 元COO兼代表取締役社長

法政財界人事務局 副会長 佐々木郁夫
TEL 03‐3369‐0804 担当 齋藤・道山・矢賀部
連絡先

法
政
財
界
人
倶
楽
部佐

々
木 

郁
　夫

副
会
長

（
株
）
日
本
共
同
シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役
会
長

法
政
財
界
人
倶
楽
部瀧

澤

利

一

副
会
長

（
株
）
バ
ル
カ
ー

代
表
取
締
役
会
長
C
E
O

法
政
財
界
人
倶
楽
部堰

八

義

博

副
会
長

（
株
）
北
海
道
銀
行

特
別
顧
問

法
政
財
界
人
倶
楽
部竹

中

宣

雄

副
会
長

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
（
株
）

元
代
表
取
締
役
会
長

法
政
財
界
人
倶
楽
部田

邉

光

雄

副
会
長

信
金
中
央
金
庫

相
談
役

法
政
財
界
人
倶
楽
部村

田

紀

敏

会
　長

（
株
）セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

元
Ｃ
Ｏ
Ｏ
兼
代
表
取
締
役
社
長

法
政
財
界
人
倶
楽
部山

口

　
学

副
会
長

（
株
）
関
電
工

元
取
締
役
会
長

謹 賀 新 年
卒業生の皆様

本年もよろしくお願いします

賀 春

一般財団法人 法政大学経営者懇談会
これからの日本を背負うのは中小企業の経営者達
です。企業経営者、学生経営者、起業家、後継者
たちが会員です。
幅広い業界、校友をはじめとして有意義な活動を
一緒にしませんか！ 入会をお待ちしています。

代表理事　金子正之
ご入会お問い合わせは以下事務局まで

〒175-0083 東京都板橋区徳丸4-11-2 中尾建設工業㈱内
Mail: hoseikeieisya@gmail.com
Web: http://hosei-keieisya.com/

法
政
大
学
校
友
会桑

野

秀

光

名
誉
顧
問

法
学
部 

1
9
6
0
年
卒

法
政
大
学
校
友
会佐

々
木 

郁 

夫

名
誉
顧
問

法
政
大
学
校
友
会
顧
問

法
政
大
学
校
友
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

西

岡

憲

廣

理
　事札

幌
山
の
手
高
等
学
校
理
事
長
・
校
長

法
学
部 
1
9
6
3
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
顧
問
・
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

富
山
県
校
友
会

松

井

幹

夫

会
　長

法
学
部 

1
9
6
4
年
卒



JAN.01.2024　ISSUE：20　7

（
順
不
同
）

法
政
大
学
校
友
会
顧
問

大
阪
府
校
友
会

樋

口

正

蔵

名
誉
会
長

法
学
部 

1
9
6
2
年
卒

法
政
大
学
校
友
会井

上

泰

一

顧
　
問

法
学
部 
1
9
6
9
年
卒

法
政
大
学
理
事

法
政
大
学
校
友
会
顧
問

小

林

清

宣

法
学
部 

1
9
7
5
年
卒

法
政
大
学
校
友
会石

塚

　

護

顧
　
問

法
学
部 

1
9
6
8
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
南
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

宮
城
県
校
友
会

尾

町

雅

文

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
6
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
関
越
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

埼
玉
県
校
友
会

大 

井
　
巳
喜
彦

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
6
4
年
卒

宮
崎
県
校
友
会

甲 

斐
　
嘗
一
郎

会
　
長

工
学
部 

1
9
7
1
年
卒

熊
本
県
校
友
会

玉

田

光

識

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
6
年
卒

沖
縄
県
校
友
会

糸

数

　

淳

会
　
長

法
学
部 

1
9
8
3
年
卒

法
政
大
学
体
育
会
空
手
部
拳
友
会

鈴

木

秀

秋

会
　
長

工
体
連
O
B
・
O
G
会

土

居

通

明

会
　
長

工
学
部 

1
9
8
4
年
卒

文
化
・
フ
ジ
タ
オ
レ
ン
ジ
法
友
会
会
長 

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
株
式
会
社

潮

崎

敏

彦

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
友
野
球
倶
楽
部小

早
川
　
毅 

彦

会
　
長

経
営
学
部 

２
０
０
４
年
卒

法
政
大
学
体
育
会
自
動
車
部
O
B
・
O
G
会

岩

瀨

　

仁

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
3
年
卒

建
設
・
不
動
産
橙
法
会

柳

　

済

龍

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
5
年
卒

法
政
大
学
富
士
見
射
友
会

奥
山
　
𥙿
一

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
7
年
卒

法
政
大
学
中
小
企
業
診
断
士
オ
レ
ン
ジ
会
　

内 

藤 

博

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
4
年
卒

法
政
会
計
人
会

髙

田

住

男

会
　
長

公
認
会
計
士
法
友
会太

田
　
荘
一

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
7
年
卒

法
泳
会

春

木

亮

一

会
　
長

交
響
楽
団
一
九
二
一
年
創
立

法
政
大
学
交
響
楽
団

O
B
・
O
G
会

法
政
大
学
校
友
会
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

東
京
都
校
友
会

山 

本
　
富
士
哉

会
　
長

法
学
部 

1
9
6
3
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

神
奈
川
県
校
友
会小

針

　

久

会
　
長

鎌
倉
法
友
会
会
長

経
済
学
部 

1
9
6
6
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

兵
庫
県
校
友
会

三

上

　

隆

副
会
長

経
営
学
部 

1
9
7
8
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

愛
知
県
校
友
会

因
田
　
義
男

会
　
長

法
学
部 

1
9
6
8
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

滋
賀
県
校
友
会

外

池

國

夫

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
6
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

愛
媛
県
校
友
会

渡

辺

昜

廣

会
　
長

工
学
部 

1
9
7
5
年
卒

福
岡
県
校
友
会

中

村

勇

治

会
　
長

法
学
部 

1
9
9
3
年
卒

法
政
大
学
2
号
評
議
員

法
政
大
学
校
友
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栂

野

洋

司

理
　
事

法
学
部 

1
9
8
2
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

沖
縄
県
校
友
会
幹
事
長

鈴

木

洋

一

理
　
事

経
済
学
部 

1
9
7
8
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
学
部
同
窓
会
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

神
奈
川
県
校
友
会
監
事

理
系
同
窓
会
相
談
役岡

本

　

眞

工
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
付
属
校
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会

髙

村

嘉

昭

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
職
域
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

一
般
財
団
法
人 

法
政
大
学
経
営
者
懇
談
会

金

子

正

之

理
事
長

工
学
部 

1
9
6
4
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
教
職
員
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

法
政
大
学
教
職
員
校
友
会

横

内

正

雄

会
　
長

法
政
大
学
校
友
会
法
政
士
業
の
会
ブ
ロ
ッ
ク

法
政
大
学
公
認
会
計
士
法
友
会

石
川
　
正
敏

理
　
事

副
会
長

経
営
学
部 

1
9
8
3
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
ス
ポ
ー
ツ
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

法
政
大
学
体
育
会
自
転
車
競
技
部
O
B
・
O
G
会

西

島

良

男

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
0
年
卒

法
政
大
学
校
友
会
ス
ポ
ー
ツ
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

法
政
大
学
体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
O
B
O
G
会

大
橋
　
佳
哉

法
学
部 

1
9
8
9
年
卒

秋
田
県
校
友
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡

邊

　

光

会
　
長

社
会
学
部 

1
9
7
９
年
卒

山
形
県
校
友
会

後

藤

和

雄

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
8
1
年
卒

法
政
大
学
２
号
評
議
員

福
井
県
校
友
会

北

川

頼

子

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
5
年
卒

法
政
大
学
女
子
・
国
際
高
等
学
校
同
窓
会

中 

村
　
美
津
江

会
　
長

茨
城
県
校
友
会

木

村

　

眞

会
　
長

水
戸
法
友
会
会
長

経
済
学
部 

1
9
6
2
年
卒

山
梨
県
校
友
会

樋

泉

智

男

会
　
長

社
会
学
部 

1
9
6
4
年
卒

栃
木
県
校
友
会

寺
内
　
正
毅

会
　
長

経
営
学
部 
1
9
6
3
年
卒

岐
阜
県
校
友
会

井

納

　

誠

会
　
長

工
学
部 

1
9
7
2
年
卒

三
重
県
校
友
会

服 

部
　
喜
久
男

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
7
6
年
卒

京
都
府
校
友
会

仲

村

　

哲

会
　
長

法
学
部 

1
9
6
1
年
卒

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

奈
良
県
校
友
会
役
員
一
同

和
歌
山
県
校
友
会大

岩

德

成

会
　
長

経
済
学
部 

1
9
8
7
年
卒

岡
山
県
校
友
会

西

　

康

宏

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
9
年
卒

広
島
県
校
友
会

斎

藤

　

周

会
　
長

工
学
部 

1
9
7
8
年
卒

大
阪
府
校
友
会

上

野

隆

祥

会
　
長

経
営
学
部 

1
9
7
3
年
卒

謹 賀 新 年
法政大学並びに法政大学校友会の
さらなる発展を祈念いたします。

法政大学学部同窓会

出身学部の同窓会にも、ぜひ注目とご参加を！

http://www.houseikeieidousoukai.com/
会長 岩井 昭
経営学部同窓会

http://www.hoseikeiyukai.jp/
会長 村田 紀敏
経済学部同窓会

https://hosei-tk.com/
会長 米田 俊彦
通信教育部校友会

http://www.hoseisoc-dousoukai.jp/
会長 中 正美
社会学部同窓会

会長 池上　貞純
http://hosei-hodokai.jp/

法学部同窓会

会長 清原 孟
事務局ＦＡＸ

文学部同窓会

０３－３２６４－９８４０

会長 村主　康和
理系同窓会

http : //１３３．２５．１９６．１００/
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い
つ
か
は
こ
こ
で
生
演
奏
を

聴
い
て
み
た
い
ホ
ー
ル
と
し
て

―
―
ま
ず
、
仕
事
場
の
福
井
県

立
音
楽
堂
に
つ
い
て

福
井
県
立
音
楽
堂
「
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
ふ
く
い
」
は
、

２
０
１
２
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
「
デ
イ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
・

エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
の
ア
ー
ト

デ
ザ
イ
ン
部
門
で
「
い
つ
か
は

こ
こ
で
生
演
奏
を
聴
い
て
み
た

い
世
界
の
非
常
に
美
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
25
選
」
と
し
て

国
内
で
唯
一
紹
介
さ
れ
た
も
の

で
す
。

仕
事
柄
、
東
京
に
行
っ
て
は

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
や
紀
尾
井

ホ
ー
ル
、
東
京
文
化
会
館
な
ど

を
回
り
ま
す
が
、
東
京
の
施
設

に
も
福
井
県
立
音
楽
堂
は
負
け

て
は
い
ま
せ
ん
。
音
響
は
す
ご

く
よ
い
で
す
よ
。
是
非
、
聴
き

に
来
て
く
だ
さ
い
。

―
―
今
の
お
仕
事
は

２
０
２
２
年
６
月
１
日
に

（
公
益
財
団
法
人
）
福
井
県
文
化

振
興
事
業
団
の
専
務
理
事
に
就

任
し
ま
し
た
。
ま
た
事
業
団
が

指
定
管
理
と
し
て
運
営
し
て
い

る
福
井
県
立
音
楽
堂
「
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
ふ
く
い
」
も
、
副

館
長
と
し
て
兼
務
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
運
営
に
対
す

る
責
任
者
と
し
て
は
、
音
楽
堂

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
県
内
各

地
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
補
助
、
例
え
ば
音
楽
や
ア
ー

ト
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

―
―
専
務
理
事
に
就
任
す
る
ま

で
は
何
を

法
政
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら

地
元
に
帰
っ
て
、
福
井
商
工
会

議
所
に
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
イ
ベ
ン
ト
制
作
会
社
の
設
立

に
参
画
し
て
、
事
業
団
に
入
る

２
０
２
１
年
ま
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
制
作
会
社
を
経
営
し
て
い
ま

し
た
。
会
社
は
そ
の
年
で
設
立

30
年
を
迎
え
、
そ
れ
を
機
に
退

任
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
こ

の
事
業
団
の
専
務
も
退
任
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
、
２
０
２
１
年

の
３
月
に
事
業
団
の
理
事
長
・

八
木
誠
一
郎
氏
か
ら
事
業
団
の

専
務
理
事
就
任
の
ご
依
頼
が
あ

り
、
も
と
も
と
ア
ー
ト
に
興
味

も
あ
っ
た
の
で
、
お
引
き
受
け

し
た
の
で
す
。

東
京
国
立
近
代
美
術
館
に
は

足
し
げ
く
通
っ
て
い
た

―
―
学
生
時
代
か
ら
ア
ー
ト
に

ご
関
心
が

は
い
。
校
舎
が
飯
田
橋
に
あ

り
ま
し
た
か
ら
、
近
く
の
竹
橋

に
あ
る
東
京
国
立
近
代
美
術
館

に
は
、
足
し
げ
く
通
っ
て
い
ま

し
た
。
黒
田
清
輝
の
日
本
画
な

ど
は
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

出
張
で
法
政
大
学
の
近
く
の

ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
と
き
、
朝

早
く
、
散
歩
で
外
か
ら
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
全
く
変
わ

り
ま
し
た
ね
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

タ
ワ
ー
な
ん
か
、
私
た
ち
の
時

代
に
な
か
っ
た
し
、
き
れ
い
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。
女
子
学
生

も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

私
た
ち
の
こ
ろ
は
、
社
会
学
部

は
比
較
的
女
性
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

ク
ラ
ス
で
３
人
で
し
た
。

社
会
学
部
の
ゼ
ミ
は
２
年
か

ら
で
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
論
の
中

野
収
先
生
の
ゼ
ミ
で
す
。
そ
の

と
き
の
仲
間
と
は
、
今
も
付
き

合
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
よ

き
師
よ
き
友
つ
ど
ひ
結
べ
り
」

で
す
ね
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
活
動
は

事
業
団
と
し
て
は
、
福
井
の

文
化
で
地
域
を
興
し
て
い
く
役

割
を
果
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

個
人
的
に
も
趣
味
は
、
ま
ち

づ
く
り
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
の

学
会
に
参
加
し
た
り
、
古
い
町

並
み
の
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
も
よ

く
訪
れ
た
り
し
ま
す
。

思
う
ん
で
す
が
、

伝
統
的
な
町
並
み
を

生
か
す
た
め
に
は
、

そ
こ
に
根
付
い
た
文

化
が
最
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

生
活
者
と
し
て
人
が

定
住
し
暮
ら
し
て
町

が
生
き
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
単
な
る
古

い
町
並
み
の
観
光
地

は
魅
力
が
な
い
と
思

い
ま
す
。

例
え
ば
、
福
井
県

の
南
部
・
若
狭
地
方
に
あ
る
若

狭
町
に
は
、
熊
川
宿
と
い
う
か

つ
て
の
宿
場
町
が
あ
り
ま
す
。

熊
川
宿
は
若
狭
地
方
と
京
都

を
結
ぶ
「
鯖
街
道
」
の
拠
点
で

し
た
。
鯖
街
道
の
名
は
、
若
狭

湾
で
取
っ
た
サ
バ
の
腹
を
裂
き

一
塩
し
た
も
の
を
、
京
都
に
夜

を
徹
し
て
運
ぶ
と
程
よ
い
具
合

の
味
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
に

由
来
す
る
そ
う
で
す
。

熊
川
宿
は
１
９
９
６
年
に
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
１
５
年
に
は
「
御
食
国
若

狭
と
鯖
街
道
」
と
し
て
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

音
楽
と
ア
ー
ト
の
融
合
に

美
術
館
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

―
―
歴
史
の
あ
る
地
域
で
す
ね
。

さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
熊
川
宿
に
熊

川
宿
若
狭
美
術
館
と
い
う
民
家

を
改
装
し
た
小
さ
な
美
術
館
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
熊
川
宿
若

狭
芸
術
祭
を
２
０
２
３
年
９
月

28
日
か
ら
11
月
20
日
ま
で
開
催

し
ま
し
た
。
音
楽
と
ア
ー
ト
の

融
合
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
音
楽
に
関
し

て
は
、
ウ
チ
に
は
優
れ

た
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
。

全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

と
地
域
の
ア
ー
ト
を
結

び
付
け
た
い
、
と
い
う

構
想
で
す
。

美
術
展
に
は
現
代
美

術
作
家
の
河
口
龍
夫
さ

ん
等
が
制
作
か
ら
展
示

ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

音
楽
会
に
は
、
東
京

大
学
先
端
科
学
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授

で
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
の
近
藤
薫
さ
ん
達
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

福
井
県
の
南
部
で
あ
る
嶺
南

地
域
に
は
、
お
寺
や
神
社
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
重

要
文
化
財
の
あ
る
お
寺
で
音
楽

会
を
や
り
た
い
な
あ
、
と
考
え

て
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
と
し
て
の
制

約
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

仕
事
は
楽
し
い
で
す
ね
。
音
楽

堂
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
い

て
い
る
と
い
い
で
す
ね
。

海
外
の
演
奏
家
も
掛
け
値

な
し
に
音
響
の
よ
さ
を
褒

め
て
く
れ
ま
す
。

福
井
県
の
音
楽
文
化
を

創
造
す
る
。
こ
の
場
所
を

使
っ
て
地
元
か
ら
音
楽
家

を
育
て
る
、
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
一
言

今
年
の
３
月
に
北
陸
新

幹
線
が
、
や
っ
と
福
井
に

来
ま
す
。
百
年
に
一
度
の

チ
ャ
ン
ス
と
い
う
声
も
あ

り
ま
す
。「
新
幹
線
に
乗
っ

て
お
客
さ
ん
が
聴
き
に
く
る
よ

う
な
企
画
を
や
り
な
さ
い
」
と

い
う
こ
と
を
職
員
に
言
っ
て
い

ま
す
。

自
然
と
文
化
を
融
合
さ
せ
て

発
信
す
る
、
価
値
を
生
む
と
い

う
こ
と
を
、
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

今
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
流
れ

が
、
東
京
や
京
都
だ
け
で
な
く

地
方
都
市
に
来
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
お
隣
の
石
川
県
金
沢
市

に
行
く
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

昔
は
外
国
人
の
姿
を
見
か
け
な

か
っ
た
の
に
、
今
は
た
く
さ
ん

来
て
い
ま
す
。

地
域
に
あ
る
資
源
を
文
化
で

磨
き
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。「
福
井
と
い
え
ば
恐
竜
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う

に
、
そ
の
地
域
に
し
か
な
い
資

源
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
重
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

恐
竜
に
つ
い
て
は
、
今
も
発

掘
し
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

ど
こ
に
も
あ
る
単
な
る
レ

ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
い
ず
れ

飽
き
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
文
・
桑
原
政
昭
）

法
政
大
学
校
友
会
は
、
卒
業

生
や
関
係
者
が
経
営
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
店
舗
を
一
堂
に
集
め
た

「
法
政
オ
レ
ン
ジ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
を

２
０
２
０
年
度
か
ら
公
開
し
て

い
ま
す
。
こ
の
Ｍ
Ａ
Ｐ
は
、
飲

食
店
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
商
品

販
売
、
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
網
羅
し
、
卒
業
生
を
応
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

「
法
政
オ
レ
ン
ジ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

に
は
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、

海
外
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

を
含
む
約
４
２
０
の
店
舗
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
そ
の

数
を
増
や
し
て
い
く
計
画
で

す
。「
法
政
オ
レ
ン
ジ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

1954年４月28日生まれ。1977年３
月法政大学社会学部卒業、1977年4
月福井商工会議所入所・専門経営指
導員として、地域活性化や特産品開
発、まちづくり運動などを担当。1992
年12月（株）ライトスタッフ設立参画、
主にイベント企画制作、マーケティン
グ調査事業を担当。2006年代表取締
役就任、2021年11月代表取締役退
任。2022年６月公益財団法人福井県
文化振興事業団専務理事就任

校友会サイト
オレンジ
MAPを
チェック！

は
法
政
大
学
校
友
会
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
ま
た
は
公
式
ア
プ
リ
か

ら
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ア
プ
リ
の
場
合
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
を
活
用
し
て
現
在
地
周
辺

の
店
舗
を
探
す
こ
と
が
で
き
、

大
変
便
利
で
す
。

全
国
展
開
し
て
い
る
有
名
店

や
近
所
の
お
気
に
入
り
が
、
実

は
法
政
大
学
卒
業
生
の
…
と
い

う
こ
と
も
。
卒
業
生
を
応
援
す

る
と
と
も
に
新
た
な
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
全
国
各
地
や
よ
く
訪
れ
る

場
所
、
旅
行
先
な
ど
で
「
法
政

オ
レ
ン
ジ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
、
新
た
な
体
験
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
校
友
会
の
会
員
証
を

提
示
す
る
こ
と
で
一
部
の
店
舗

で
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス

や
、
会
計
か
ら
10
％
ｏ
ｆ
ｆ
な

ど
の
特
典
を
受
け
ら
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

進取の気象
福
井
県
文
化
振
興
事
業
団
専
務
理
事
　
玉
森 

慶
三
さ
ん

福
井
県
と
言
え
ば
、
恐
竜
博
物
館
が
よ
く
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
他
に
も
永
平

寺
や
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
な
ど
魅
力
あ
る
文
化
資
源
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

福
井
県
立
音
楽
堂
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
ふ
く
い
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。
副
館
長

を
兼
務
す
る
玉
森
さ
ん
は
、
音
楽
と
ア
ー
ト
の
融
合
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

福
井
県
立
音
楽
堂
は

「
世
界
の
非
常
に
美
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
25
選
」

と
し
て
日
本
で
唯
一
紹
介
さ
れ
た

玉森 慶三（たまもり けいぞう）氏

卒
業
生
の
店
舗
を
網
羅
し
た

「
法
政
オ
レ
ン
ジ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」の
ご
紹
介

特 集

法政オレンジ
ＭＡＰはこちら

校友会アプリ
のダウンロード
はこちら

MAP上の店舗をエリアごとにピックアップ
し、楽しいイラストとして紹介しています。街歩
きの楽しさが広がる、魅力的なイラストMAP
です。

「法政オレンジMAP」には、他にも以下のコンテンツが提供されています

イラストで楽しむ法政オレンジMAP

YouTube上で、オレンジMAPに掲載された
店舗の紹介動画を提供しています。動画を通
じて、店舗の雰囲気を身近に感じて楽しむこと
ができます。

動画で楽しむ法政オレンジMAP

現在、「法政オレンジMAP」では新たな掲載
店舗を募集中です。ご掲載いただける場合は、
右記のフォームにご入力をお願いいたします。
なお、掲載料は無料です。

卒業生の店舗をご紹介ください！

動画で楽しむ
法政オレンジ
MAPはこちら

「法政オレンジMAP」は、
法政大学の卒業生とそ
の店舗を応援し、卒業生
との結びつきを促進す
るコンテンツです。ぜひ、
お気に入りを見つけて
応援し、法政大学校友会
コミュニティに参加しま
しょう。

店舗掲載
入力フォーム

イラストで楽しむ
法政オレンジMAP

はこちら
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企
業
再
生
の
話

か
れ
こ
れ
17
年
く
ら
い

に
な
る
が
、
年
に
一
度

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

れ
、
法
学
部
２
年
生
を
対

象
と
す
る
法
律
実
務
入
門

の
一
コ
マ
を
講
義
し
て
い

る
。
こ
の
連
続
講
座
は
、

法
律
関
連
の
職
業
に
就
く

卒
業
生
を
講
師
に
迎
え
、

実
務
の
生
の
声
を
聞
か
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
学
生
を

啓
発
し
よ
う
と
金
子
征
史

法
政
大
学
名
誉
教
授
が
始

め
た
も
の
で
あ
る
。
取
り

上
げ
る
テ
ー
マ
は
任
せ
る

の
で
、
先
輩
に
は
こ
ん
な

居
場
所
を
く
れ
た
大
学

に
感
謝

私
が
弁
護
士
を
目
指
す
こ
と

を
決
め
た
の
は
大
学
３
年
の
冬

で
し
た
。
両
親
が
交
通
事
故
に

遭
い
、
法
律
を
知
ら
な
い
こ
と

で
損
を
し
て
い
る
人
が
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
勢
い
で
大

学
４
年
時
に
司
法
試
験
を
受
験

し
、
散
々
な
結
果
を
目
に
し
て
、

初
め
て
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に

人
生
を
賭
け
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
本
格
的
な
受
験
生
活
が
始
ま

り
、
大
学
の
法
曹
養
成
講
座
や

人
も
い
る
の
だ
と
学
生
が
そ
の

職
業
に
憧
れ
る
よ
う
な
話
を
し

て
く
れ
と
の
こ
と
で
始
ま
っ

た
。
私
は
、
長
年
、
様
々
な
企

業
の
再
生
案
件
に
携
わ
っ
て
き

た
。
ま
た
こ
れ
と
並
行
し
て
、

法
制
審
議
会
幹
事
と
し
て
民
事

再
生
法
等
の
立
法
作
業
に
関
与

し
て
き
た
し
、
さ
ら
に
は
公
的

再
生
支
援
を
主
導
し
、
今
で
も

事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ
な
ど
再
生
シ

ス
テ
ム
の
最
前
線
に
い
る
。

テ
ー
マ
は
「
企
業
再
生
と
弁
護

士
」
と
決
め
た
。

法
学
部
生
と
い
え
ど
も
、
２

年
生
は
、
ま
だ
憲
法
、
民
法
を

学
び
始
め
た
と
こ
ろ
。
会
社
法

自
習
室
を
フ
ル
活
用
し
、
新
し

く
大
学
院
に
で
き
た
司
法
試
験

受
験
生
の
た
め
の
コ
ー
ス
に
も

通
い
、
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
や
先
輩
方
、
一
緒
に
勉
強

を
し
た
仲
間
た
ち
や
家
族
の
お

か
げ
で
、
何
と
か
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
不
安
を
抱

え
る
受
験
生
だ
っ
た
私
に
、
居

場
所
や
仲
間
を
作
っ
て
く
れ
た

大
学
に
は
と
て
も
感
謝
を
し
て

い
ま
す
。

日
弁
連
で
の
仕
事

２
０
０
２
年
10
月
に
弁
護
士

登
録
を
し
て
、
気
づ
け
ば
も
う

20
年
以
上
。
同
じ
仕
事
を
し
て

い
れ
ば
飽
き
が
来
そ
う
な
も
の

で
す
が
、
新
し
い
こ
と
、
初
め

て
の
こ
と
が
絶
え
な
い
の
も
こ

の
仕
事
の
魅
力
で
す
。
か
く
言

う
私
は
、
新
し
い
こ
と
と
し
て
、

２
０
２
２
年
２
月
に
、
日
本
弁

護
士
連
合
会
（
日
弁
連
）
の
事

務
次
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

弁
護
士
は
、
必
ず
地
域
の
弁

護
士
会
に
入
会
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
同
時
に
日
弁
連
に
も
登

録
し
ま
す
。
つ
ま
り
日
弁
連
は

弁
護
士
の
強
制
加
入
団
体
で

す
。
日
弁
連
の
役
員
の
ト
ッ
プ

は
会
長
で
す
が
、
事
務
機
構
の

ト
ッ
プ
は
事
務
総
長
で
あ
り
、

そ
の
下
に
事
務
次
長
が
７
名
い

ま
す
。
事
務
次
長
は
、
中
間
管

理
職
の
よ
う
な
立
場
と
言
え

ば
、
少
し
は
イ
メ
ー
ジ
が
で
き

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

日
弁
連
は
、
基
本
的
人
権
を

擁
護
し
、
社
会
正
義
を
実
現
す

る
と
い
う
弁
護
士
の
使
命
を
果

た
す
た
め
、
日
本
最
大
の
人
権

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
人
権
擁
護
活

動
を
し
、
法
律
相
談
な
ど
の
法

的
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
に
提
供
す

る
だ
け
で
な
く
、
民
事
司
法
・

大
学
に
入
学
し
て
初
め
て

触
れ
た
法
律

私
は
１
９
７
８
年
４
月
に
本

学
法
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
文
学
部
に
入
っ
て
将

来
は
脚
本
家
か
小
説
家
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
私
で
し
た

の
で
、
法
学
に
関
す
る
予
備

も
知
ら
ず
、
も
ち
ろ
ん
倒
産
法

の
知
識
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
。

し
か
し
、
法
律
を
噛
ん
で
含
め

る
よ
う
に
教
え
る
こ
と
は
私
の

役
回
り
で
な
い
。
専
門
用
語
は

で
き
る
だ
け
避
け
な
が
ら
も
、

話
の
レ
ベ
ル
は
落
と
さ
ず
、
わ

が
国
の
産
業
構
造
と
金
融
シ
ス

テ
ム
の
歴
史
的
な
変
化
と
そ
れ

に
伴
う
再
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
進

化
に
触
れ
、
事
業
再
生
は
法
律
・

会
計
・
税
務
・
労
務
・
経
営
・
経
済
・

政
治
・
心
理
学
等
の
社
会
科
学

の
総
合
的
実
践
の
場
、
総
合
芸

術
で
あ
り
、
実
に
や
り
甲
斐
の

あ
る
仕
事
だ
な
ど
と
講
釈
を
垂

れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
抽
象

的
な
制
度
論
だ
け
で
は
居
眠
り

さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
具
体
例

と
し
て
、
私
が
企
業
再
生
支
援

機
構
の
委
員
長
と
し
て
再
建
に

携
わ
っ
た
日
本
航
空
に
お
け
る

既
得
権
益
の
盤
根
錯
節
、
難
題

解
決
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
語

る
と
、
学
生
は
、
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
聴
い
て
く
れ
る
。
そ
の

刑
事
司
法
の
改
革
、
司
法
基
盤

の
整
備
・
拡
充
、
次
世
代
を
担

う
法
律
家
の
養
成
な
ど
に
つ
い

て
の
制
度
改
革
や
法
改
正
の
提

言
な
ど
、
実
に
様
々
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
最

高
裁
判
所
、
法
務
省
な
ど
の
関

係
各
庁
や
国
会
議
員
と
の
か
か

わ
り
も
多
く
、
基
本
的
に
は
、

事
務
次
長
が
そ
の
対
外
的
な
連

絡
窓
口
を
担
っ
て
い
ま
す
。

私
の
担
当
は
、
民
事
司
法
関

係
で
す
。
民
事
裁
判
は
、
今
で

も
押
印
し
た
書
面
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

送
る
ア
ナ
ロ
グ
な
世
界
な
の
で

す
が
、
よ
う
や
く
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
法
制

審
議
会
で
の
審
議
や
国
会
で
の

法
改
正
が
終
わ
り
、
現
在
は
、

２
０
２
５
年
度
に
始
ま
る
新
し

い
裁
判
手
続
の
シ
ス
テ
ム
の
在

り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
弁
連
内
で
議
論
を
し
た
り
、

最
高
裁
や
法
務
省
と
協
議
を
し

た
り
、
利
用
者
と
な
る
障
害
者

の
団
体
に
意
見
を
伺
っ
た
り
。

新
し
い
制
度
、
シ
ス
テ
ム
を
作

る
大
変
さ
、
楽
し
さ
、
面
白
さ

を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
制
審
議
会
家
族
法

制
部
会
で
は
、「
共
同
親
権
」

に
つ
い
て
熱
い
議
論
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
弁
護
士
と
し
て
、

離
婚
事
件
に
携
わ
り
、
会
え
な

い
親
子
の
哀
し
さ
も
、
Ｄ
Ｖ
や

虐
待
で
傷
つ
い
た
子
の
辛
さ
や

不
安
も
、
両
方
を
目
の
当
た
り

に
し
て
き
ま
し
た
。
結
論
を
出

す
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

事
務
次
長
は
、
２
年
の
任
期

を
終
え
れ
ば
、
通
常
の
弁
護
士

業
務
に
戻
り
ま
す
。
こ
の
２
年

間
で
私
が
ど
れ
だ
け
成
長
で
き

た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
よ

り
頼
り
が
い
の
あ
る
弁
護
士
に

な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

知
識
な
ど
あ
る
は
ず
も

な
く
、
入
学
と
共
に
白

紙
の
状
態
か
ら
手
探
り

で
始
め
た
の
が
、
そ
の

後
、
45
年
間
、
続
け
る

こ
と
と
な
っ
た
法
律
の

勉
強
だ
っ
た
の
で
す
。

幸
い
良
き
友
に
恵
ま
れ

中
か
ら
、
法
と
経
済
、
政
治
の

力
学
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
感
じ
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
職
業

に
関
心
を
持
つ
者
が
一
人
で
も

多
く
出
て
く
れ
れ
ば
幸
い
だ
。

学
生
気
質
の
今
昔

私
は
団
塊
の
世
代
、
法
政
大

学
に
入
学
し
た
の
は
昭
和
41

年
、
70
年
安
保
前
夜
だ
。
全
共

闘
に
よ
る
バ
リ
ス
ト
、
内
ゲ
バ
、

教
授
の
吊
る
し
上
げ
、
大
学
側

の
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
そ
の
後
も

「
米
帝
に
怒
り
の
鉄
槌
を
」
な

ど
と
ペ
ン
キ
で
殴
り
書
き
し
た

立
て
看
板
が
林
立
し
、
大
音
響

の
ア
ジ
演
説
を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
薄
汚
れ
た
教
室
で
長
髪

の
汗
臭
い
学
生
が
眉
間
に
し
わ

を
寄
せ
口
角
泡
を
飛
ば
す
。
そ

ん
な
光
景
と
矛
盾
す
る
よ
う
だ

が
、
な
ん
の
根
拠
も
な
く
皆
が

世
の
中
は
も
っ
と
良
く
な
る
と

思
い
込
ん
で
い
た
し
、戦
後
の

猥
雑
で
楽
観
的
な
活
力
が
ま
だ

残
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
私
の
学

ま
し
た
。
司
法
試
験
を
目
指
す

学
生
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い

た
「
鴻
志
会
」
と
い
う
司
法
試

験
受
験
団
体
が
法
政
に
は
あ

り
、
私
も
そ
の
会
員
に
な
り
ま

し
た
。
当
時
、
六
番
町
に
あ
っ

た
大
学
の
施
設
の
自
習
室
で
朝

９
時
か
ら
夜
９
時
ま
で
の
12
時

間
、
勉
強
を
続
け
ま
し
た
。
こ

の
「
鴻
志
会
」
で
の
友
と
の
勉

強
を
通
じ
て
、
私
は
法
律
学
の

初
歩
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

生
涯
の
師
と
の
出
会
い

そ
し
て
、
民
法
の
研
究
者
で

あ
っ
た
下
森
定
先
生
の
ゼ
ミ
に

入
っ
て
民
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で

生
時
代
だ
。

そ
の
頃
の
大
学
と
は
、
何
か

ら
何
ま
で
様
変
わ
り
し
た
。
校

舎
は
一
新
さ
れ
、
学
び
の
舎
と

し
て
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
に

な
っ
た
。
女
子
学
生
が
多
く
な

り
、
男
子
学
生
も
身
ぎ
れ
い
で

行
儀
が
良
い
。
我
々
の
学
生
時

代
よ
り
皆
ず
っ
と
豊
か
で
ス

マ
ー
ト
だ
。
格
差
や
世
間
の
閉

塞
感
に
不
満
は
あ
る
よ
う
だ

が
、
そ
れ
な
ら
自
分
な
り
の
ス

タ
イ
ル
で
そ
れ
を
突
き
破
り
、

ゴ
ル
デ
ィ
ア
ス
の
結
び
目
を
解

い
て
も
ら
い
た
い
。
若
者
に

と
っ
て
、
無
理
だ
と
言
わ
れ
る

こ
と
を
成
し
遂
げ
て
見
せ
る
こ

と
ほ
ど
愉
快
な
こ
と
は
な
い
の

だ
か
ら
。

最
後
に
一
言
、
校
友
会
に
お
礼

法
政
法
曹
会
は
、
法
政
大
学

に
関
係
す
る
弁
護
士
等
で
組
織

さ
れ
、
毎
年
、
大
学
と
共
催
で

司
法
試
験
合
格
者
の
祝
賀
会
を

設
け
て
い
る
。
そ
の
際
、
校
友

き
ま
し
た
。
下
森
先
生
は
そ
の

後
、
本
学
の
総
長
に
も
就
任

さ
れ
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も

２
０
２
１
年
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
私
が
下
森
ゼ
ミ
に
入
っ

た
当
時
は
、
先
生
も
ま
だ
50
歳

に
な
る
か
な
ら
な
い
か
で
あ

り
、
ゼ
ミ
合
宿
で
一
緒
に
卓
球

を
し
た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
下
森
先
生

か
ら
民
法
を
学
ん
だ
こ
と
は
私

の
一
生
の
財
産
と
な
り
ま
し

た
。
私
は
２
０
０
９
年
か
ら
５

年
有
余
の
間
、
法
務
省
法
制
審

議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会

で
行
わ
れ
た
民
法
債
権
法
の
改

正
審
議
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
２
０
１
９
年
に
は
詐
害
行

瀬戸 英雄　1970年法学部法律学科卒
弁護士（LM 法律事務所 代表パートナー）／一般社団法人事業再生実務家協会 代表理事／法政法曹会 会長

杉村 亜紀子
1998年法学部法律学科卒
日本弁護士連合会　事務次長／弁護士

高須 順一　1982年法学部法律学科卒
弁護士（法律事務所 虎ノ門法学舎所長）／法政大学大学院法務研究科教授

為
取
消
権
に
関
す
る
論
文
で
法

学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
ま
し

た
。
私
が
民
法
の
分
野
に
お
い

て
多
く
の
仕
事
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
ま
だ
20
歳
そ
こ

そ
こ
の
と
き
に
下
森
先
生
と
出

会
い
、
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と

に
由
来
し
て
い
ま
す
。

遠
藤
光
男
先
生
の
下
で
の

弁
護
士
人
生

卒
業
後
、
司
法
試
験
に
合
格

し
、
２
年
間
の
司
法
修
習
を
経

て
、
１
９
８
８
年
４
月
、
本
学

出
身
の
大
先
輩
で
あ
る
遠
藤
光

男
弁
護
士
の
法
律
事
務
所
に
入

所
し
、
弁
護
士
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
昭
和

私の人生は法政大学と共に!

ゴルディアスの結び目を解けるか

日弁連事務
　次長の仕事

最
後
の
弁
護
士
登
録
世
代
と
な

り
ま
す
。
弁
護
士
と
し
て
の
ス

キ
ル
と
マ
イ
ン
ド
は
全
て
遠
藤

先
生
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
正

義
感
に
溢
れ
、
同
時
に
紛
争
の

解
決
に
あ
た
っ
て
の
大
き
な
視

点
を
見
失
う
こ
と
の
な
か
っ

た
遠
藤
先
生
の
仕
事
ぶ
り
を
、

尊
敬
も
し
、
い
つ
か
は
私
も
遠

藤
先
生
の
よ
う
な
弁
護
士
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
遠
藤

先
生
は
１
９
９
５
年
か
ら
５
年

７
ヶ
月
、
本
学
出
身
の
２
人
目

の
最
高
裁
判
所
判
事
と
し
て
多

く
の
判
例
形
成
に
関
与
し
ま
し

た
が
、
こ
の
と
き
も
先
生
の
正

義
感
と
衡
平
感
覚
は
十
二
分
に

発
揮
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

会
か
ら
合
格
者
に
表
彰
状
と
奨

励
金
が
授
与
さ
れ
、
志
を
持
っ

て
勉
学
に
励
ん
だ
若
き
法
政
法

曹
に
誇
り
を
与
え
て
く
れ
て
い

る
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

法
政
大
学
に
奉
職
し
て

こ
の
よ
う
に
私
の
人
生
は
、

常
に
法
政
大
学
と
共
に
あ
り
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
１
９
９
０

年
に
本
学
法
学
部
の
兼
任
講
師

を
依
頼
さ
れ
た
際
に
も
、
そ
し

て
、
２
０
０
４
年
に
新
設
さ
れ

た
法
科
大
学
院
の
専
任
教
員
を

依
頼
さ
れ
た
際
に
も
二
つ
返
事

で
承
諾
し
、
現
在
も
母
校
に
お

け
る
後
輩
の
育
成
と
弁
護
士
と

し
て
の
職
務
遂
行
の
二
足
の
草

鞋
を
、
や
り
甲
斐
を
感
じ
な
が

ら
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

ま
さ
に
良
き
師
と
良
き
友
に

恵
ま
れ
た
人
生
で
あ
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

特 集 法曹界で活躍する卒業生
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10
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け

て
、
愛
知
県
名
古
屋
市
に
て
第

74
回
全
日
本
学
生
選
手
権
（
イ

ン
カ
レ
）
団
体
戦
が
開
催
さ
れ

た
。
昨
年
ベ
ス
ト
４
の
法
大
男

子
は
、
今
大
会
も
順
当
に
勝

ち
上
が
り
準
決
勝
に
進
む
と
、

筑
波
大
を
下
し
昨
年
果
た
せ
な

か
っ
た
決
勝
進
出
を
決
め
る
。

明
大
と
の
対
戦
と
な
っ
た
決
勝

も
３-

２
で
勝
利
し
、
８
年
ぶ

り
に
学
生
日
本
一
に
輝
い
た
。

２
０
１
５
年
以
来
と
な
る
イ

ン
カ
レ
制
覇
を
果
た
し
た
法
大

男
子
。
優
勝
の
立
役
者
と
な
っ

た
の
は
、
１
回
戦
か
ら
負
け
な

し
の
活
躍
を
見
せ
た
４
年
生
だ
。

昨
年
涙
を
の
ん
だ
準
決
勝
で

は
、
林
寿
輝
弥
（
経
４
）
が

チ
ー
ム
を
勢
い
づ
け
た
。
幸
先

良
く
第
１
ゲ
ー
ム
を
先
取
す
る

も
次
の
ゲ
ー
ム
を
奪
わ
れ
、
最

終
ゲ
ー
ム
も
序
盤
か
ら
６
点
差

を
つ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
自

分
が
負
け
た
ら
こ
の
チ
ー
ム
は

負
け
だ
」
と
心
を
奮
い
立
た
せ
、

徐
々
に
そ
の
差
を
縮
め
て
い

く
。
そ
し
て
ス
コ
ア
12-

13
か

ら
連
続
得
点
で
逆
転
す
る
と
、

最
後
の
１
点
ま
で
集
中
力
を
切

ら
さ
ず
、
こ
の
ゲ
ー
ム
に
勝
利
。

ス
タ
ン
ド
で
見
守
る
仲
間
た
ち

を
大
い
に
沸
か
せ
た
。

こ
の
林
が
つ
く
っ
た
勢
い
に

続
い
た
の
が
、
ダ
ブ
ル
ス
の
野

田
好
希
（
人
４
）・
中
島
巧
（
経

４
）
組
だ
。
第
１
ゲ
ー
ム
は
野

田
が
鼻
血
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に

見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
終
盤
に

相
手
を
突
き
放
し
て
勝
利
。
し

か
し
第
２
ゲ
ー
ム
を
落
と
し
、

勝
負
は
最
終
ゲ
ー
ム
に
持
ち
込

ま
れ
た
。
長
い
ラ
リ
ー
を
中
島

が
決
め
れ
ば
、
野
田
も
鋭
い
ス

マ
ッ
シ
ュ
で
得
点
を
挙
げ
る
。

筑
波
大
ペ
ア
も
粘
り
ゲ
ー
ム
は

デ
ュ
ー
ス
ま
で
も
つ
れ
た
が
、

最
後
は
法
大
ペ
ア
の
連
続
得
点

で
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
決
勝
進
出

を
決
め
る
と
中
島
は
拳
を
突
き

上
げ
、
野
田
は
飛
び
上
が
っ
て

喜
び
を
爆
発
さ
せ
た
。

迎
え
た
決
勝
の
舞
台

で
は
、
後
藤
サ
ン
（
社

４
）
が
意
地
を
見
せ

た
。
１
ゲ
ー
ム
目
を
大

差
で
落
と
す
と
、
第
２

ゲ
ー
ム
で
も
12-

19
と

大
き
く
リ
ー
ド
を
許
す

展
開
に
。
絶
体
絶
命
と

言
え
る
状
況
で
も
、「
焦

り
は
な
か
っ
た
。
こ
こ

ま
で
来
た
ら
出
し
尽
く

そ
う
と
思
っ
て
い
た
」

と
後
藤
。
平
常
心
を

保
っ
て
プ
レ
ー
を
続
け

る
と
、
次
々
に
ス
マ
ッ

シ
ュ
が
決
ま
り
追
い
付

Sport
s

法
政
ス
ポ
ー
ツ
注
目
の
選
手
たち

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

く
こ
と
に
成
功
。
22-

21
か
ら

最
後
も
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
決
め
、

大
逆
転
で
こ
の
ゲ
ー
ム
を
も
の

に
し
た
。
そ
の
ま
ま
最
終
ゲ
ー

ム
も
奪
い
、
チ
ー
ム
に
価
値
あ

る
１
勝
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
後
藤
の
勝
利
で
波
に

乗
っ
た
法
大
。
続
く
野
田
・
中

島
組
が
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
を
収

め
学
生
日
本
一
に
王
手
を
か
け

る
と
、
最
後
は
江
頭
桜
空
（
デ

３
）・
髙
柳
大
輔
（
キ
ャ
３
）

組
が
フ
ル
ゲ
ー
ム
の
戦
い
を
制

し
て
悲
願
達
成
。
充
実
感
の
あ

ふ
れ
る
表
情
で
、
選
手
た
ち
は

喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

今
の
４
年
生
が
法
大
に
入
学

し
た
の
は
、
２
０
２
０
年
春
の

こ
と
。
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
、
１
年
次
の
大
会
は
軒
並

み
中
止
と
な
っ
た
。
不
慣
れ
な

環
境
で
先
の
見
通
せ
な
い
日
々

を
送
る
中
、
仲
間
の
存
在
は
大

き
か
っ
た
と
い
う
。
主
将
の
野

田
が
「
特
に
１
年
生
、
２
年
生

の
時
は
同
期
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
」
と

語
れ
ば
、
他
の
選
手
た
ち
も
同

期
に
対
す
る
感
謝
の
思
い
を
口

に
し
た
。
学
生
最
後
の
大
会
を

終
え
、今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々

の
道
を
歩
む
。
そ
れ
で
も
、
苦

難
を
共
に
乗
り
越
え
栄
冠
を
つ

か
ん
だ
彼
ら
の
絆
は
、
決
し
て

断
た
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

法
大
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

部
に
新
星
が
現
れ
た
。
渡
辺
倫

果
（
通
経
３
）
と
、吉
岡
希
（
通

経
２
）
で
あ
る
。

渡
辺
は
、
青
森
山
田
高
等
学

校
出
身
で
３
ア
ク
セ
ル
を
武
器

に
戦
う
ス
ケ
ー
タ
ー
。
昨
季
の

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
杯
で
優
勝
を

す
る
と
、
勢
い
は
そ
の
ま
ま
に

グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ
（
以
下

Ｇ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
）
カ
ナ
ダ
戦
で

は
初
出
場
で
初
優
勝
を
飾
っ

た
。
Ｇ
Ｐ
フ
ァ
イ
ナ
ル
、
四
大

陸
選
手
権
、
世
界
選
手
権
と

数
々
の
世
界
最
高
峰
の
舞
台
を

フ
ィ
ギ
ュ
ア

渡
辺
倫
果（
通
経
３
）

経
験
し
た
昨
季
。
上
手
く
い
か

な
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、「
落

ち
込
ん
で
い
る
暇
が
あ
れ
ば
、

練
習
す
る
」
と
常
に
前
向
き
に
、

貪
欲
に
練
習
に
励
ん
だ
。
弊
会

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
も
、
い

か
な
る
時
も
友
好
的
か
つ
弾
け

る
笑
顔
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

え
て
く
れ
る
彼
女
。「
不
撓
不

屈
の
精
神
で
頑
張
る
」
と
臨
ん

だ
今
季
、
国
際
大
会
初
戦
と
な

る
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
杯
で
は

準
優
勝
を
飾
っ
た
。
10
月
下
旬

に
は
、
Ｇ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
が
開
幕
。

今
冬
は
、
法
大
か
ら
世
界
へ
羽

ば
た
く
彼
女
の
舞
に
注
目
だ
。

吉
岡
は
、
西
宮
甲
英
高
等
学

院
出
身
で
精
度
の
高
い
ジ
ャ
ン

プ
を
安
定
し
て
着
氷
す
る
ス

ケ
ー
タ
ー
。
昨
季
は
ジ
ュ
ニ
ア

グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ
（
以
下

Ｊ
Ｇ
Ｐ
）
チ
ェ
コ
大
会
に
て
優

勝
す
る
と
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
で
も
優
勝
。
Ｊ
Ｇ
Ｐ

フ
ァ
イ
ナ
ル
や
世
界
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
に
出
場
す
る
等
、
世
界

の
ト
ッ
プ
ス
ケ
ー
タ
ー
登
竜
門

と
な
る
大
会
で
次
々
に
結
果
を

残
し
た
。
今
季
か
ら
は
シ
ニ
ア

に
移
行
。
そ
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
・

ト
リ
グ
ラ
フ
ト
ロ
フ
ィ
ー
で
は

見
事
優
勝
を
飾
っ
た
。
先
日
の

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
杯
で
は
５
位

入
賞
し
、
シ
ニ
ア
で
も
彼
の

堂
々
た
る
演
舞
は
健
在
。
渡
辺

同
様
、
Ｇ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
に
挑
む

吉
岡
希（
通
経
２
）

吉
岡
。
シ
ニ
ア
の
世
界
で
も
彼

ら
し
く
伸
び
伸
び
と
演
舞
す
る

こ
と
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
世
界
で
活
躍
す
る
渡

辺
、
吉
岡
を
率
い
る
法
大
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
部
主
将
・
平

金
桐
（
営
４
）。
怪
我
で
苦
し

ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
が
、
今
季

か
ら
氷
上
に
戻
っ
て
き
た
。
練

習
は
選
手
個
人
個
人
で
あ
る
も

の
の
、
部
員
同
士
は
仲
が
良
く
、

遠
く
に
い
な
が
ら
切
磋
琢
磨
す

る
環
境
。
国
内
外
で
活
躍
す
る

ス
ケ
ー
タ
ー
が
在
籍
す
る
法
大

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
部
、
今

後
も
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

昨
年
の
日
本
学
生
選
手
権

（
以
下
：
イ
ン
カ
レ
）
で
男
女

共
に
今
年
の
団
体
シ
ー
ド
権
を

落
と
し
、「
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ　

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
」
を
テ
ー
マ

に
強
い
法
政
の
復
活
に
向
け
て

練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
の

１
年
。
西
田
大
晟
（
社
４
）、

庄
司
朋
世
（
ス
ポ
４
）
の
両
主

将
が
率
い
た
チ
ー
ム
の
集
大
成

と
な
る
今
年
の
イ
ン
カ
レ
が
、

８
月
31
日
か
ら
９
月
３
日
に
東

京
ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。

大
会
初
日
は
女
子
主
将
の
庄

司
が
得
意
の
４
０
０
ｍ
個
人
メ

水 

泳

ド
レ
ー
で
５
位
入
賞
し
チ
ー
ム

に
勢
い
を
も
た
ら
す
。
４
年
生

の
頑
張
り
に
１
年
生
も
続
き
、

イ
ン
カ
レ
初
出
場
と
な
っ
た
森

田
眞
心
（
現
１
）
は
２
０
０
ｍ

背
泳
ぎ
で
準
優
勝
を
果
た
し

た
。
２
日
目
は
、
世
界
水
泳
で

も
活
躍
し
た
三
井
愛
梨
（
国

１
）
が
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

で
貫
禄
を
み
せ
る
イ
ン
カ
レ
初

Ｖ
。
男
子
で
は
同
種
目
で
丹
保

陸
（
人
２
）
が
昨
年
の
悔
し
さ

を
晴
ら
す
銅
メ
ダ
ル
。
４
×

１
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
で
は

男
女
共
に
入
賞
す
る
な
ど
大
会

前
半
か
ら
大
き
く
、
ポ
イ
ン
ト

を
積
み
上
げ
て
い
く
。
３
日
目

は
メ
ダ
ル
獲
得
者
こ
そ
居
な

か
っ
た
が
、
新
チ
ー
ム
の
女
子

主
将
と
な
っ
た
鴨
下
奈
苗
（
社

３
）
が
初
の
決
勝
の
舞
台
へ
と

進
み
８
位
入
賞
。
２
日
続
け
て

リ
レ
ー
種
目
で
男
女
共
に
入
賞

を
果
た
し
、
着
実
に
加
点
し
て

い
っ
た
。

最
終
日
は
、
昨
年
か
ら
不
調

が
続
い
て
い
た
法
大
平
泳
ぎ
の

エ
ー
ス
山
尾
隼
人
（
経
４
）
が

ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
で
悲
願
の
準
Ｖ
。

４
年
生
が
締
め
く
く
り
、
女
子

団
体
４
位
、
男
子
団
体
８
位
と

昨
年
の
忘
れ
物
で
あ
る
シ
ー
ド

権
を
と
も
に
奪
還
し
て
激
闘
の

４
日
間
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

声
援
が
解
禁
さ
れ
、
思
い
を

「
聲
」
で
仲
間
に
送
り
、
泳
ぎ

で
繋
い
だ
今
年
の
イ
ン
カ
レ
。

西
田
、
庄
司
の
両
主
将
が
作
っ

た
こ
の
土
台
を
後
輩
た
ち
が
来

年
以
降
も
繋
い
で
い
く
。

第
35
回
出
雲
全
日
本
大
学
選

抜
駅
伝
が
10
月
９
日
に
行
わ
れ

た
。
三
大
駅
伝
の
開
幕
戦
、
さ

ら
に
沿
道
で
の
歓
声
が
許
可
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
観

客
が
沿
道
に
集
ま
っ
た
中
、
出

雲
大
社
で
号
砲
が
鳴
り
響
い

た
。
法
大
は
三
大
駅
伝
初
出
走

の
メ
ン
バ
ー
が
３
人
、
出
雲
未

経
験
者
が
４
人
と
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
で
『
総
合
５

位
』
を
目
標
に
挑
ん
だ
。

１
区
を
任
さ
れ
た
の
は
、
３

月
に
行
わ
れ
た
学
生
ハ
ー
フ
で

好
記
録
を
マ
ー
ク
し
、
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ
日
本
代

表
に
も
な
っ
た
松
永
伶
（
経

４
）。
３
キ
ロ
あ
た
り
か
ら
ア

イ
ビ
ー
リ
ー
グ
選
抜
の
ヒ
ュ
ー

ゴ
・
ミ
ル
ナ
ー
が
飛
び
出
す
展

開
に
。「
速
い
ペ
ー
ス
だ
っ
た

の
で
付
い
て
い
く
の
は
や
め
よ

う
と
思
っ
た
」
と
語
る
よ
う
に
、

後
続
に
位
置
。
最
後
は
４
年
生

ら
し
い
意
地
の
走
り
で
追
い
上

げ
を
見
せ
、
９
位
で
た
す
き
を

つ
な
い
だ
。

松
永
か
ら
た
す
き
を
受
け

陸 

上

取
っ
た
大
島
史
也
（
社
２
）
は
、

こ
れ
が
初
の
三
大
駅
伝
。
昨
季

は
け
が
で
苦
し
ん
だ
が
、
出
雲

に
向
け
て
「
状
態
は
１
０
０
％

に
近
い
」
と
気
合
十
分
。
城
西

大
に
は
抜
か
れ
た
も
の
の
、
１

秒
差
で
先
行
し
て
い
た
関
大
に

９
秒
の
差
を
つ
け
、
中
継
所
に

飛
び
込
ん
だ
。

エ
ー
ス
区
間
で
あ
る
３
区

は
、
昨
年
補
員
で
出
走
が
か
な

わ
な
か
っ
た
武
田
和
馬
（
社

３
）
が
任
さ
れ
た
。「
も
と
も

と
１
年
生
の
頃
か
ら
平
地
は
走

れ
て
い
た
」
と
い
う
武
田
が
、

つ
い
に
出
雲
駅
伝
出
走
を
果
た

し
た
。
各
大
学
の
実
力
者
が
そ

ろ
う
中
で
も
、「
エ
ー
ス
区
間

を
走
る
覚
悟
は
あ
っ
た
」
と
自

分
の
ペ
ー
ス
で
レ
ー
ス
を
進
め

る
。
好
調
の
順
大
に
交
わ
さ
れ

る
も
、
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
選
抜

を
追
い
抜
き
、
９
位
で
た
す
き

リ
レ
ー
。

中
継
所
で
笑
顔
を
見
せ
て
い

た
安
澤
駿
空
（
社
３
）
は
こ
れ

が
初
の
三
大
駅
伝
。
順
位
変
動

は
な
か
っ
た
が
、
昨
年
の
法
大

４
区
の
タ
イ
ム
よ
り
25
秒
速
い

18
分
02
秒
で
レ
ー
ス
を
終
え

る
。
初
出
場
で
東
洋
大
の
駅
伝

主
将
・
松
山
和
希
と
同
タ
イ
ム

と
い
う
記
録
を
出
す
な
ど
、
落

ち
着
い
た
走
り
を
見
せ
、
今
後

の
駅
伝
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
名
乗

り
を
上
げ
た
。
レ
ー
ス
後
に
は

「
同
期
か
ら
も
ら
っ
た
た
す
き

を
同
期
に
渡
せ
て
う
れ
し
か
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

５
区
は
、
安
澤
と
同
じ
く
初

の
三
大
駅
伝
と
な
っ
た
永
島
悠

平
（
社
３
）。
緊
張
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
が
、
中
継
所
で
安
澤
と

笑
顔
で
た
す
き
リ
レ
ー
を
し
た

シ
ー
ン
が
印
象
的
だ
。

後
ろ
か
ら
追
っ
て
き
て
い
た

中
大
に
は
抜
か
れ
た
も
の
の
、

大
き
な
差
は
つ
け
ら
れ
ず
、
10

位
で
ア
ン
カ
ー
の
稲
毛
に
た
す

き
を
つ
な
い
だ
。
初
の
出
雲
路

を
終
え
「
悔
し
い
」
と
語
る
一

方
、
楽
し
み
な
が
ら
走
れ
た
と

前
向
き
に
振
り
返
っ
た
。

ア
ン
カ
ー
を
務
め
た
の
は
、

副
主
将
を
務
め
る
稲
毛
崇
斗

（
社
４
）。
昨
年
も
６
区
で
出
走

し
た
が
、
チ
ー
ム
順
位
を
下
げ

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
や
ん

だ
。
最
終
学
年
と
な
っ
た
今

年
、
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
い
走
り
出

し
た
。
中
継
所
の
段
階
で
は
順

大
と
19
秒
の
差
が
あ
っ
た
が
、

「
と
に
か
く
順
天
堂
を
抜
く
」

と
副
主
将
ら
し
い
意
地
の
走
り

を
見
せ
、
順
位
を
一
つ
押
し
上

げ
総
合
９
位
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ

を
切
っ
た
。

レ
ー
ス
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、
多
く
の
選
手
が
自
身
の

走
り
を
振
り
返
り
課
題
を
挙
げ

た
。
こ
こ
か
ら
各
々
が
課
題
と

ひ
た
す
ら
向
き
合
い
、
箱
根
駅

伝
に
向
け
た
熾
烈
（
し
れ
つ
）

な
メ
ン
バ
ー
争
い
に
挑
ん
で
い

く
。
出
雲
駅
伝
で
新
た
に
名
乗

り
を
挙
げ
た
大
島
や
安
澤
、
永

島
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
な
る
戦

力
の
台
頭
に
も
期
待
が
か
か

る
。『
脱
兎
の
勢
い
』
で
進
化

を
遂
げ
る
法
大
か
ら
、
今
後
も

目
が
離
せ
な
い
。

協
力　

ス
ポ
ー
ツ
法
政

稲
毛
崇
斗（
社
４
）

西
田
大
晟（
社
４
）

武
田
和
馬（
社
３
）

庄
司
朋
世（
ス
ポ
４
）

〈
撮
影
〉
小
海
途 

良
幹
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近
年
、
箱
根
駅
伝
な
ど
で
好

成
績
を
残
し
て
い
る
法
大
陸
上

競
技
部
。
そ
の
長
距
離
部
門
に
、

ユ
ニ
ー
ク
な
看
板
広
告
で
有
名

な
「
き
ぬ
た
歯
科
」
が
ス
ポ
ン

サ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
羅
田
泰
和
院
長
に
メ
ー
ル

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ン
サ
ー
を
買
っ
て
出
た
理

由
や
印
象
に
残
っ
て
い
る
選
手

な
ど
に
つ
い
て
、「
法
政
愛
に

あ
ふ
れ
た
」
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
収
録
日
…
２
０
２
３
年
10
月

26
日
、
収
録
方
法
…
電
子
メ
ー

ル
、
聞
き
手
…
校
友
会
広
報
部

会
長　

勝
又
秀
雄
）

―
―
こ
の
た
び
は
お
忙
し
い

中
、
お
時
間
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
き
ぬ
た
歯
科
医
院
さ

ん
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
ス
ポ
ン

サ
ー
契
約
を
２
０
２
２
年
９
月

27
日
付
で
締
結
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
か
ら
も
本
学
陸

上
競
技
部
長
距
離
（
駅
伝
）
部

門
を
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

羅
田　

初
め
ま
し
て
、
き
ぬ
た

歯
科
院
長
の
羅
田
で
す
。
本
日

は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

応
援
は
し
て
い
ま
し
た
が
、

支
援
自
体
は
お
っ
し
ゃ
る
通

り
、
２
０
２
２
年
９
月
27
日
か

ら
で
す
。
そ
し
て
契
約
期
間
は

３
年
間
で
す
が
、
本
業
が
今
後

も
順
調
で
あ
れ
ば
、
ず
っ
と
続

け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

―
―
中
央
大
学
、
創
価
大
学
、

帝
京
大
学
と
、
八
王
子
に
は
駅

伝
強
豪
校
が
ひ
し
め
い
て
い
る

中
で
、
本
学
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
い
た
の
は
非
常

に
光
栄
な
こ
と
で
す
。

理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。

羅
田　

当
院
の
す
ぐ
目
の
前

に
、
法
政
大
学
行
き
の
バ
ス
停

が
あ
り
ま
す
。
開
業
以
来
こ
の

28
年
間
、
学
生
さ
ん
た
ち
を
毎

日
見
て
い
た
の
で
親
近
感
が
あ

る
か
ら
で
す
。

―
―
院
長
に
と
っ
て
、
法
政
大

学
の
駅
伝
チ
ー
ム
の
魅
力
と
は

何
で
す
か
？

羅
田　

駒
沢
や
青
山
に
代
表
さ

れ
る
エ
リ
ー
ト
集
団
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
、
伊

勢
路
（
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校

選
手
権
大
会
）
で
は
出
場
権
を

逃
し
て
い
ま
す
し
、
出
雲
（
出

雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競

走
）
も
３
位
以
内
か
ら
は
程
遠

い
成
績
で
し
た
。
し
か
し
、
他

校
は
駅
伝
に
相
当
な
予
算
が
充

て
ら
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
大
学
は

駅
伝
を
通
じ
て
ブ
ラ
ン
ド
力
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
で
も
、
法
政

大
学
に
は
そ
れ
が
な
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
２
０
２
４
年
１
月

の
第
１
０
０
回
箱
根
駅
伝
で
は

シ
ー
ド
校
で
す
。
実
は
相
当
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
選
手
た

ち
だ
と
思
い
ま
し
た
。「
地
味

に
強
い
」
っ
て
と
こ
ろ
が
魅
力

的
で
す
ね
。

―
―
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
競
技
会
場

に
も
足
を
運
ん
だ
り
し
て
、
学

生
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
ら
れ
た
り
し
ま
す
か
。

羅
田　

私
自
身
と
て
も
忙
し
い

の
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
は
ま
だ

行
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
、
選
手
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

皆
さ
ん
と
、
何
度
か
西
八
王
子

に
あ
る
有
名
な
焼
肉
屋
に
行
き

ま
し
た
。
11
月
に
も
行
っ
た
ば

か
り
で
す
。

皆
さ
ん
、
カ
ル
ビ
と
タ
ン
塩

が
好
き
な
よ
う
で
す
。
好
き
な
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元角昌三さん

だ
け
食
べ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
（
笑
）。

―
―
若
者
は
焼
き
肉
が
好
き
で

す
か
ら
ね
。
何
よ
り
、
み
ん
な

で
和
気
あ
い
あ
い
と
食
べ
る
こ

と
で
チ
ー
ム
に
一
体
感
が
生
ま

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
い
え
ば
長
野
県
校
友

会
も
毎
年
、
合
宿
に
差
し
入
れ

を
し
て
、
学
生
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
る
よ
う

で
す
。

こ
れ
ま
で
で
一
番
印
象
に

残
っ
た
レ
ー
ス
は
ど
れ
で

す
か
？

羅
田　

２
０
２
２
年
か
ら
の
ス

ポ
ン
サ
ー
で
す
の
で
、
そ
れ
以

降
の
レ
ー
ス
に
な
り
ま
す
が
、

２
０
２
３
年
の
第
99
回
箱
根
駅

伝
９
区
で
、
中
園
慎
太
朗
選
手

が
一
瞬
３
位
に
な
っ
た
時
で
す

ね
。
あ
れ
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。
と
言
い
ま
す
の
も
、
３

位
以
内
に
ゴ
ー
ル
し
た
選
手
が

い
た
場
合
、
監
督
と
選
手
１
人

に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
円

の
報
奨
金
を
出
す
と
宣
言
し
て

い
ま
し
た
の
で
（
１
位
の
選
手

に
は
３
０
０
万
円
）（
笑
）。

―
―
そ
れ
は
、
が
ぜ
ん
「
や
る

気
」
が
出
ま
す
ね
。
こ
れ
ま
で

で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
選

手
は
誰
で
す
か
。

羅
田　

２
０
２
２
年
の
出
雲
駅

伝
３
区
を
走
っ
た
内
田
隼
太
選

手
で
す
。
と
い
う
の
も
、
走
行

中
に
途
中
か
ら
笑
っ
て
い
た
ん

で
す
よ
。
普
通
、
緊
張
で
顔
が

こ
わ
ば
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

あ
と
で
坪
田
監
督
か
ら
、
走
行

中
に
笑
う
と
い
う
の
は
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
良
い
証
拠
だ
と

お
聞
き
し
、
な
る
ほ
ど
と
思
い

ま
し
た
。

２
０
２
２
年
７
月
の
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
東
京
選
挙
区
で

ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
た
朝
日

健
太
郎
参
議
院
議
員
（
２
期
目
）

は
、
２
０
２
３
年
９
月
、
第
２

次
岸
田
第
２
次
改
造
内
閣
の
環

境
大
臣
政
務
官
に
就
任
し
ま
し

こ
の
度
、
文
部
科
学
副
大
臣

に
就
任
し
、
教
育
と
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

昨
今
、
子
ど
も
の
い
じ
め
や

不
登
校
、
自
殺
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
対
策
は
喫
緊
の

課
題
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
配

布
さ
れ
て
い
る
学
習
用
端
末
を

活
用
し
て
、
早
期
に
発
見
し
て

ケ
ア
し
て
い
く
な
ど
、
様
々
な

や
り
方
を
駆
使
し
な
が
ら
不
幸

な
事
例
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

た
。
大
臣
政
務
官
就
任
は
、
菅

内
閣
の
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

に
続
き
２
回
目
で
す
。

朝
日
政
務
官
は
、
菅
前
首
相

が
策
定
し
た
「
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
伴

う
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
」（
注
）

の
実
現
に
向
け
て
、
そ
の
中
心

的
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

（
注
）「
２
０
５
０
年 

カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
伴
う
グ
リ
ー

ン
成
長
戦
略
」
と
は

菅
義
偉
前
首
相
（
１
９
７
３

年
法
学
部
卒
）
は
在
任
中
の

２
０
２
０
年
10
月
に
地
球
温
暖

化
対
策
と
し
て
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す

る
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
伴
う
グ
リ
ー
ン

成
長
戦
略
」
を
策
定
し
、
脱
炭

素
社
会
実
現
を
目
指
す
こ
と
を

宣
言
し
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

石
毛
利
雄
）

プロフィール
1975年9月熊本市生まれ、1998
年法政大学経営学部卒。大学時
代の1995年にバレーボール全
日本大学選手権で優勝、在学中
に全日本代表にも選出。大学卒
業後はサントリ－に入社。2000
年から2002年にかけてVリー
グでチ－ム3連覇に導く。2002
年ビーチバレ－に転向。2008
年北京オリンピック、2012年ロ
ンドンオリンピックに出場。

朝日健太郎参議院議員
プロフィール
1977年、愛知県岡崎市生ま
れ。岡崎高校、2000年法政大
学社会学部（ラグビー部所属）
卒。実家の幼稚園経営に携
わった後、2012年の衆院選
で愛知12区から自民党公認
で出馬して初当選。文部科学
大臣政務官など歴任。現在4
期目。46歳。

青山周平衆議院議員

「
地
味
に
強
い
」が
魅
力
的

―

陸
上
競
技
部
長
距
離
部
門
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー―

ま
た
、
教
師
の
な
り
手
不
足

の
問
題
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。

若
い
先
生
方
は
、
と
て
も
や
り

が
い
を
持
っ
て
い
て
、
子
ど
も

た
ち
と
も
っ
と
接
し
た
い
の

に
、
雑
務
に
追
わ
れ
て
な
か
な

か
子
ど
も
と
向
き
合
え
な
い
先

生
が
多
く
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
先
生
方
が
、
し
っ
か
り
と

授
業
に
向
き
合
え
る
よ
う
に
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
増
や
す
な
ど
し
て
、
学

校
を
チ
ー
ム
と
し
て
充
実
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
担
当
の
副
大
臣
と

し
て
、
２
０
２
６
年
の
ア
ジ
ア

競
技
大
会
と
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技

大
会
（
愛
知
・
名
古
屋
大
会
）

に
つ
い
て
は
、
地
元
開
催
な
の

で
「
盛
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
」
と
強
い
意
気
込
み
を
持
っ

て
い
ま
す
。
レ
ガ
シ
ー
を
残
し
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
目
標
と
し
て

く
れ
る
よ
う
な
大
会
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ト
ヨ
タ

な
ど
の
製
造
業
が
盛
ん
で
、
世

界
と
産
業
の
つ
な
が
り
が
強
い

愛
知
で
実
施
す
る
意
義
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

副
大
臣
と
し
て
、
大
臣
を
よ

く
補
佐
し
、
日
本
の
将
来
を
担

う
人
を
育
て
る
教
育
の
再
生
、

国
家
戦
略
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
の
取
り
組
み
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

法
政
大
学
校
友
会　

多
摩
北

部
支
部
長
・
三
和
建
装
（
株
）

会
長 

元
角
（
げ
ん
か
く
）
昌
三

さ
ん
は
、
２
０
２
３
年
10
月
、

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
（
女
子

シ
ン
グ
ル
）
の
ホ
ー
プ
と
し
て
、

３
ア
ク
セ
ル
を
武
器
に
戦
う
渡

辺
倫
果
さ
ん
（
通
信
教
育
部
経

済
学
部
在
学
中
）
の
正
式
ス
ポ

ン
サ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

元
角
さ
ん
が
な
ぜ
引
き
受
け

た
か
と
い
う
と
、
渡
辺
さ
ん
が

所
属
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｇ
（
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル 

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト 

グ
ル
ー
プ
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー

シ
ー
ズ
Ｌ
Ｌ
Ｃ 

東
京
支
社
）
の

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
よ
り
、

共
通
の
友
人
を
通
し
て
依
頼
が

あ
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

「
法
政
大
学
」「
西
東
京
」
と

あ
れ
ば
、
二
つ
返
事
で
承
諾
す

る
の
が
モ
ッ
ト
ー
の
元
角
さ
ん

な
の
で
、
こ
の
話
を
快
く
引
き

受
け
ら
れ
た
の
で
す
。

元
角
さ
ん
は
従
来
、
奨
学
金

支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
部
へ

の
寄
付
を
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。
本
業
の
傍
ら
、
法
政
大
学

校
友
会
代
表
議
員
、
東
京
都
校

友
会
副
会
長
、
そ
し
て
多
摩
北

部
支
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

多
摩
北
部
支
部
は
東
京
都
校
友

会
に
お
い
て
終
身
会
員
81
名
を

擁
す
る
最
大
支
部
だ
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に

元
角
さ
ん
の
人
柄
に
引
か
れ
て

入
会
す
る
方
が
多
い
か
ら
な
の

で
し
ょ
う
。

渡
辺
倫
果
さ
ん
の
活
躍
に
つ

い
て
は
、
本
誌
10
面
（
法
政
ス

ポ
ー
ツ
注
目
の
選
手
た
ち
）
を

ご
参
照
願
い
ま
す
。

―
―
わ
が
部
の
活
躍
は
、
貴
医

院
に
も
良
い
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
か
。

羅
田　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
実
際

の
と
こ
ろ
法
政
大
学
の
所
在
地

は
町
田
市
で
す
が
、
八
王
子
市

と
の
市
境
に
あ
り
ま
す
。
な
の

で
、
八
王
子
市
民
の
多
く
は
、

法
政
大
学
が
地
元
の
大
学
で
あ

る
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
法
政
大
学
を

応
援
し
て
い
る
地
元
の
「
き
ぬ

た
歯
科
」
と
い
う
こ
と
で
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
き
ぬ
た
歯
科
の
ス

タ
ッ
フ
た
ち
も
法
政
大
学
の
一

員
に
な
っ
た
気
持
ち
で
、
駅
伝

チ
ー
ム
の
活
躍
か
ら
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

―
―
本
日
は
貴
重
な
お
話
を
頂

戴
し
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

き
ぬ
た
歯
科
医
院
様
の
ご
支

援
は
卒
業
生
の
間
で
も
話
題
に

な
り
、
陸
上
競
技
部
へ
の
良
い

刺
激
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
き
ぬ
た
歯
科
医
院
様

を
は
じ
め
と
し
た
同
部
へ
の
寄

付
金
全
体
額
も
右
肩
上
が
り

で
、
毎
年
記
録
を
更
新
し
て
い

ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
れ
ば
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

私
た
ち
校
友
会
は
、
選
手
た

ち
が
さ
ら
な
る
努
力
研
鑽
に
励

ん
で
、
競
技
に
勝
つ
だ
け
で
は

な
く
人
間
的
に
も
成
長
し
、
社

会
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
、
引
き
続
き
陸
上
競

技
部
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

環
境
大
臣
政
務
官

朝
日
健
太
郎
さ
ん

文
部
科
学
副
大
臣

青
山
周
平
さ
ん

第
２
次
岸
田
内
閣
の
本
学
出
身
の
政
務
三
役

法
政
ス
ポ
ー
ツ
を

支
援
し
て
く
だ
さ
る
篤
志
家

「
法
大
」「
西
東
京
」の
ご
縁
で
、

二
つ
返
事 
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
で

多
摩
北
部
支
部
長

元
角
昌
三
さ
ん
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最
近
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
報
道
を

目
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
現
在

は
第
３
期
の
ブ
ー
ム
だ
そ
う
で

あ
る
。
今
ま
で
は
利
便
に
つ
い

て
の
評
価
だ
っ
た
よ
う
に
思
う

が
、
今
回
の
ブ
ー
ム
は
社
会
そ

の
も
の
を
変
え
る
の
で
は
な
い

か
、
Ａ
Ｉ
が
人
に
代
わ
っ
て
社

会
を
動
か
す
の
で
は
な
い
か
と

の
論
点
が
目
立
つ
。

正
に
Ｓ
Ｆ
の
世
界
が
傍
ま
で

き
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
人
の

知
識
の
集
積
が
Ａ
Ｉ
で
置
き
換

わ
る
と
、
知
識
主
体
の
業
種
に

は
人
が
要
ら
な
く
な
り
そ
う
な

勢
い
で
あ
る
。
例
え
ば
法
律
家

は
膨
大
な
法
律
、
判
例
な
ど
か

ら
結
論
を
出
す
こ
と
が
多
い

が
、
こ
の
手
の
作
業
は
Ａ
Ｉ
の

得
意
分
野
で
あ
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
で
は
相
当
な
文
書

が
出
来
て
し
ま
う
し
、
企
画
な

ど
に
も
及
ぶ
よ
う
だ
。
絵
だ
っ

て
描
け
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す

る
と
、
教
育
も
知
識
の
習
得
か

ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
脳
科
学
者
な
ど

は
Ａ
Ｉ
の
限
界
と
人
間
の
創
造

性
に
言
及
し
て
い
る
か
ら
単
純

な
話
で
は
な
い
よ
う
だ
が
。

（
坂
戸
俊
夫
）

編
集
後
記

　2013年度卒業生より、全員が校友会終
身会員として加入しています。若手会員が増
え、校友会が活性化しております。
　2012年度以前の卒業生で、終身会員未
加入の卒業生の皆さんは、是非この機会に
ご加入の手続きをお願いいたします。

　2024年4月1日申し込み分より、終身会
費3万円の支払い方法を下記の通りといた
します。

　なお現在、6年分割、10年分割でお支払
いいただいている方の支払い方法に、変更
はありません。

「法政大学校友会」
終身会員加入手続きの

ご案内

問合せ先：校友会事務局
TEL：03-3264-1831　FAX：03-3264-4770
MAIL：jimukyoku@hoseinet.or.jp

①一括払い　②年額1万円の3年分割払い

終身会費 3万円
（卒業後、50年を経過されている方は1万5千円）

〈
叙
位
・
叙
勲
〉

　  

瑞
宝
中
綬
章
　

大
森 

健
児
氏
（
法
政
大
学
名

誉
教
授
）

中
野 

久
松
氏
（
法
政
大
学
名

誉
教
授
）

　  

瑞
宝
小
綬
章
　

堀
上 

英
紀
氏
（
法
政
大
学
名

誉
教
授
）

寺
内 

正
毅
氏
（
元
公
立
高
等

学
校
長
）
63
年
経
営
学
部
卒

法
政
大
学
校
友
会
栃
木
県
校

友
会
会
長　

代
表
議
員

　
　

旭
日
単
光
章　

秋
元 

義
彦
氏
（
元
株
式
会
社

パ
ン
・
ア
キ
モ
ト
代
表
取
締
役
）

76
年
経
営
学
部
卒

法
政
大
学
校
友
会
栃
木
県
校
友

会
那
須
野
ヶ
原
支
部
支
部
長

〈
知
事
・
市
長
〉

〇
山
梨
県
大
月
市
長

小
林 

信
保
氏
（
こ
ば
や
し
・

の
ぶ
や
す
）　

88
年
工
学
部
卒

23
年
８
月
６
日
～　

２
期
目

〈
訃
報
〉

〇
小
口 

忠
彦
氏
（
１
９
５
６

年
経
卒
）

22
年
９
月
没
・
享
年
88
歳

〇
西
村 

正
氏
（
１
９
７
０
年

経
営
卒
）

22
年
11
月
没
・
享
年
74
歳

〇
鈴
木 

嘉
能
氏
（
１
９
５
４

西康弘岡山県校友会長と役員一同

大原美術館代表理事　大原あかね氏の記念講演

アトラクション「倉敷天領太鼓」

司会の坂井亮太氏と千神彩花氏

ジュニア会会長　高橋雄大氏

年 

経
卒
）

23
年
１
月
没
・
享
年
91
歳

〇
藤
本 

昭
男
氏
（
１
９
５
９
年 

経
卒
）

23
年
１
月
没
・
享
年
87
歳

〇
片
村 

晋
氏
（
１
９
５
８
年 

経
卒
）

23
年
２
月
没
・
享
年
不
明

〇
横
小
路 

学
氏
（
１
９
９
０
年 

経
卒
）

23
年
５
月
没
・
享
年
55
歳

〇
佐
藤 

元
彦
氏
（
１
９
５
３
年 

経
卒
）

23
年
６
月
没
・
享
年
不
明

〇
加
藤 

正
男
氏
（
１
９
５
８
年 

工
卒
）

23
年
６
月
没
・
享
年
87
歳

〇
大
橋 

健
浩
氏
（
１
９
６
５
年 

文
卒
）

23
年
７
月
没
・
享
年
80
歳

〇
押
山 

憲
昭
氏
（
１
９
８
５
年 

文
卒
）

23
年
７
月
没
・
享
年
60
歳

元
法
政
大
学
後
援
会
会
長

前
後
援
会
ク
ラ
ブ
会
長

〇
林 

忠
昭
氏
（
１
９
６
１
年 

経
卒
）

23
年
９
月
没
・
享
年
88
歳

元
法
政
大
学
評
議
員

〇
鈴
木 

智
三
郎
氏
（
１
９
５
７

年 

法
卒
）

23
年
９
月
没
・
享
年
89
歳

〇
諸
橋 

義
隆
氏
（
１
９
６
７
年 

経
営
卒
）
没
年
・
享
年
不
明

第
29
回
法
政
大
学
全
国
卒
業
生
の
集
い　
倉
敷
大
会

―
ジ
ュ
ニ
ア
会
が
運
営
主
体
で
岡
山
は
２
回
目
―

「
全
国
卒
業
生
の
集
い
」

を
岡
山
県
で
開
催
す
る
の
は

１
９
９
８
年
と
今
回
で
２
回
目

で
す
。
３
回
目
も
や
り
た
い
と

い
う
ほ
ど
熱
の
こ
も
っ
た
支
部

で
す
。
第
29
回
法
政
大
学
全
国

卒
業
生
の
集
い
「
倉
敷
大
会
」

は
、
11
月
３
日
（
金
）
か
ら
５

日
（
日
）
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
晴
れ
の
国
お
か
や

ま
」
と
い
わ
れ
る
と
お
り
、
３

日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
全

て
の
イ
ベ
ン
ト
が
滞
り
な
く
進

行
し
ま
し
た
。

11
月
３
日
の
ゴ
ル
フ
大
会

は
、
東
児
が
丘
マ
リ
ン
ヒ
ル
ズ

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
44
名
が
参
加

し
て
開
催
、
広
島
県
校
友
会
備

後
支
部
の
佐
久
間
建
弘
さ
ん
が

優
勝
し
ま
し
た
。

４
日
は
、
外
国
人
を
含
む
大

勢
の
観
光
客
で
ご
っ
た
返
す
倉

敷
美
観
地
区
の
倉
敷
ア
イ
ビ
ー

ス
ク
エ
ア
で
式
典
と
懇
親
会
を

開
催
。
県
外
か
ら
３
８
０
名
の

参
加
者
を
含
む
総
勢
４
７
０
名

で
会
場
の
定
員
を
超
え
、
別
室

を
用
意
す
る
な
ど
し
て
盛
大
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
司
会
進

行
は
、
地
元
山
陽
放
送
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
千
神
彩
花
さ
ん

（
２
０
１
７
年
文
学
部
卒
）
と
、

同
局
ア
ナ
の
坂
井
亮
太
さ
ん

（
２
０
１
８
年
度
経
営
学
部
卒
）

の
20
代
ペ
ア
が
明
る
く
元
気
に

務
め
ま
し
た
。
２
人
は
法
大
自

主
マ
ス
コ
ミ
講
座
の
先
輩
後

輩
で
、息
も
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。

記
念
講
演
は
、「
大
原
美
術

館
で
考
え
る
」
と
題
し
て
、
大

原
美
術
館
代
表
理
事
の
大
原
あ

か
ね
さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
「
倉
敷

天
領
太
鼓
の
演
奏
」「
倉
敷
素

隠
居
（
す
い
ん
き
ょ
）
保
存
会

に
よ
る
伝
統
仮
装
」「
岡
山
う

ら
じ
ゃ
連
“
四
季
”
に
よ
る
演

舞
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

会
の
締
め
く
く
り
に
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
に
肩
を
組
み

合
っ
て
校
歌
を
朗
々
と
歌
い
、

中
に
は
感
極
ま
っ
て
涙
す
る
卒

業
生
も
い
ま
し
た
。

翌
５
日
は
、「
晴
れ
の
国
お

か
や
ま
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
」

が
企
画
さ
れ
、
80
名
が
瀬
戸
内

の
多
島
美
を
満
喫
し
ま
し
た
。

成
功
の
陰
に「
ジ
ュ
ニ
ア

校
友
会
岡
山
」の
存
在

倉
敷
大
会
の
成
功
に
は
、
岡

山
県
校
友
会
の
若
手
組
織
で
あ

る
ジ
ュ
ニ
ア
校
友
会
岡
山
が
支

部
活
動
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
校
友
会
支
部
の
多
く
が

後
継
者
問
題
や
ス
ム
ー
ズ
な
世

代
交
代
に
悩
ん
で
い
る
中
、
岡

山
県
校
友
会
は
岡
山
県
在
住

１
８
６
名
（
事
務
局
住
所
把
握

分
）
の
う
ち
、
91
名
が
終
身
会

員
と
な
っ
て
支
部
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。
法
政
大
学
ジ
ュ
ニ

ア
校
友
会
岡
山
会
長
の
高
橋
雄

大
さ
ん
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

「
１
９
９
４
年
に
岡
山
県
校

友
会
の
下
部
組
織
と
し
て
ジ
ュ

ニ
ア
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
45

歳
以
下
で
組
織
し
、
現
在
は
20

名
程
度
が
会
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。
年
中
行
事
と
し
て
、
春
や

秋
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
、
六
大
学
ゴ

ル
フ
大
会
、
ト
マ
ト
銀
行
主
催

の
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど

に
参
加
し
、
家
族
を
含
め
て
楽

し
い
思
い
出
を
つ
く
り
卒
業
生

の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
活
動

に
参
加
し
て
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
良
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て

帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
」。

会
員
獲
得
の
た
め
に
、
西 
康

宏 

県
校
友
会
長
ら
先
輩
方
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
勧

誘
い
た
だ
き
、
45
歳
以
下
で
あ

れ
ば
ジ
ュ
ニ
ア
会
に
加
盟
す
る

形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ュ
ニ

ア
と
シ
ニ
ア
は
分
断
す
る
こ
と

な
く
、
過
干
渉
も
せ
ず
、
程
良

い
距
離
感
を
持
ち
つ
つ
、
い
ざ

と
い
う
時
は
協
力
し
合
う
と
い

う
不
即
不
離
の
関
係
を
保
っ
て

い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
会
の
会
長
の
高
橋

雄
大
氏
も
校
友
会
の
副
会
長

と
い
う
位
置
付
け
で
、
岡
山
県

校
友
会
本
体
の
役
職
に
就
い

て
い
て
、
連
携
を
密
に
し
て
い

ま
す
。

54
年
目
の
ク
ラ
ス
会

倉
敷
の
「
全
国
卒
業
生
の
集
い
」
が
、
岡

山
在
住
の
Ａ
さ
ん
と
の
54
年
目
の
邂
逅
（
か

い
こ
う
）
の
契
機
と
な
っ
た
。
私
た
ち
は
１

９
６
９
年
卒
業
で
経
営
学
部
Ｊ
ク
ラ
ス
。

時
々
東
京
で
ク
ラ
ス
会
を
開
い
て
い
た
が
、

こ
れ
ま
で
Ａ
さ
ん
は
岡
山
だ
け
で
な
く
カ
ナ

ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
な
ど
で
も
暮
ら
し
て
い

た
た
め
、
出
席
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の

全
国
大
会
が
倉
敷
に
決
ま
っ
た
時
に
、
幹
事

役
の
Ｂ
君
が
集
ま
ろ
う
と
呼
び
か
け
、
Ｃ
君

と
私
と
で
４
人
の
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会
へ
と
準
備

が
整
っ
た
。

全
国
大
会
で
は
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
君
、
Ｃ
君
が
た

ま
た
ま
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
語
り
合
っ
た
が
、
本

番
の
ク
ラ
ス
会
は
翌
日
。
岡
山
で
介
護
事
業
を

営
ん
で
い
る
Ａ
さ
ん
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
見
学
の
後
、
Ａ
さ
ん
の
ご
自
宅
で
手
厚
い
も

て
な
し
を
受
け
な
が
ら
旧
交
を
温
め
た
。
授
業

の
話
、
仲
間
の
消
息
な
ど
時
間
の
経
つ
の
を
忘

れ
て
過
ご
し
た
の
だ
。
東
京
で
の
ク
ラ
ス
会
へ

の
出
席
を
強
要
す
る
Ｂ
君
に
対
し
、
ず
っ
と
岡

山
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
Ａ
さ
ん
に
も
考
え
る
余

地
は
あ
り
そ
う
だ
っ
た
。

長
ら
く
会
わ
な
か
っ
た
が
縁
を
つ
な
い
だ

の
は
Ｂ
君
の
お
か
げ
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
の
ま

と
め
役
と
し
て
連
絡
を
絶
や
さ
ず
、
ま
た
Ａ

さ
ん
も
返
信
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

来
年
の
大
会
は
秋
田
。
さ
て
ど
ん
な
出
会

い
が
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。（

坂
戸
俊
夫
）

地
方
支
部
が
抱
え
る
問
題
点

近
年
、
法
政
大
学
の
入
学
者

が
関
東
圏
に
集
中
し
、
地
方
か

ら
の
入
学
者
が
激
減
し
母
数
そ

の
も
の
が
著
し
く
減
少
し
て
い

ま
す
。
岡
山
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
つ
な
が
り
の

中
で
知
り
得
た
情
報
を
基
に
、

後
か
ら
気
付
い
て
入
っ
て
い
た

だ
く
卒
業
生
も
い
ま
す
が
、

ジ
ュ
ニ
ア
層
で
は
最
近
は
あ
ま

り
い
な
い
そ
う
で
す
。

た
ま
に
転
勤
族
で
数
年
間
は

岡
山
に
、
と
い
う
卒
業
生
が
い

ま
す
。
そ
う
い
う
方
も
懇
親
会

に
誘
い
、
ま
た
岡
山
に
戻
っ
て

来
た
ら
岡
山
県
校
友
会
に
入
っ

て
ほ
し
い
と
勧
誘
し
て
い
ま

す
。
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、
支
部
が
一
方
的
に
自
宅
住

所
等
を
入
手
す
る
の
は
困
難
な

の
で
、
校
友
会
事
務
局
（
大
学
）

側
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て
ほ

し
い
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の

中
心
は
岡
山
や
倉
敷
な
ど
の
都

市
部
が
中
心
に
な
ら
ざ
る
を
得

ず
、
こ
れ
は
他
県
も
同
じ
悩
み

か
と
思
い
ま
す
。

通
信
費
な
ど
は
経
費
節
減
の

た
め
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
会
は
グ

ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
シ
ニ
ア
の
方
と
も
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
は
そ
の
方
向
に
進
む

と
い
う
事
で
し
た
。

今
後
は
仕
事
に
生
か
せ
る
よ

う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
ほ

か
、地
域
貢
献
活
動
に
は
オ
レ

ン
ジ
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着

て
参
加
し
、法
政
大
学
卒
業
生
が

こ
う
い
う
活
動
し
て
い
る
、自
分

も
一
緒
に
や
り
た
い
な
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
活
動
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
倉
敷
大
会
を

契
機
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
会
は
か
つ

て
の
熱
気
・
結
束
を
取
り
戻
せ

た
と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

（
文　

勝
又
秀
雄
）


